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再  開 
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柾屋村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

野場委員 

 

委 員 長 

柾屋村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

中上委員 

令和 3年 3月 5日（金）第 2回普代村議会定例会予算特別委員会  

みなさん、おはようございます。これより、本日の会議を開きます。 

ただ今の出席委員は、9名です。定足数に達しておりますので、委員会

は成立いたします。これからの 1 年村政発展のため活発なるご審議をよ

ろしくお願い申し上げます。 

なお、昨日の審議において、委員長の不慣れのために、えらいご迷惑

をかけた点について、お詫び申し上げるとともに、予算書 66ページ 7款

商工費 1項 1目 18節の普代村起業支援事業補助金200万円の件について、

もう一度村長より説明をお願いいたします。 

柾屋村長、お願いします。 

今委員長からもお話しございましたが、お時間をいただきまして、7

款の商工費の中での普代村の起業支援事業補助金 200 万円についての取

り扱いについてお願いをさせていただきます。議員さん方からご指導が

あったように補助金の要綱など再度詰めなければならない点があるとい

ったようなことで判断をさせていただきました。従いまして大変申し訳

ございませんけれども、お許しをいただきまして、この補助金は執行は

しない中で、この予算書の中には含めてご審議の採決をいただいた中で、

新年度が始まらなければ予算は執行はされない訳ですけども、3月 29日

にもろもろのコロナ対策等々ございまして、補正予算を令和 3 年度第 1

号の補正予算をお願いしなければならないところでございますので、そ

の際にこの予算分は、削除をさせていただくということでお願いをさせ

ていただきたいというふうに思いますし。さらにその後の取り扱いにつ

いては、また 6月になりますか、9月になりますか、中身を検討等した中

でまた議員さん方と相談をしていくというかたちにさせていただくよう

お願いをさせていただきます。以上でございます。 

9番野場委員。 

要綱を 29日までに定められないんですか。そうするとそのままもし皆

さんがよければ、生きるような気がするんですが。 

柾屋村長。 

いったん落とさせていただきたいというふうに私は思っておりまし

た。その後、要綱等をしっかり事務方で整理をする、まだそれまでに整

理できるかどうか確定もしませんし、またいろんな想定もした中で、昨

日議論があったことのような想定、いろんな起業についての考え方等を

少し整理をして出せるもの出せないものをちょっと整理したいというふ

うにも思っておりますので、できれば新年度になってから早く出すとい

うかたちは取らさせていただきますけども、少し時間をかけさせていた

だければと思います。 

（「分かりました」と野場委員） 

6番中上委員。 

昨日聞き間違いかもしれませんけれども、昨日 1 つの片方の方から申
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中上委員 
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委 員 長 

大村建設水

産課長 

委 員 長 

川向総務課

長 

委 員 長 

 

嵯峨委員 

 

 

 

 

委 員 長 

太田治水対

策室長 

 

し込みがあったのでという、商工会からのあれがあったというふうに聞

いたんだけれども、申し込みがあった向こう側にもこれはなくなりまし

たよというふうに言うんですかね。ちょっとそこら辺が、要するに村を

活性化させるために少しでも起業をする方を応援するという趣旨でやっ

ている、一方ではそういうのを削除してるというのも、矛盾しているよ

うな気がするんだけども。 

柾屋村長。 

補助の趣旨はそのとおりでございまして、要望があったというのは、

商工会の通年の事業として、各団体が森林組合さんでも、例えば税の方

の法人会でも、あるいは商工会でも要望をする中に毎年入ってきていた

中でそろそろやらなければなということで、制度化をさせていただきた

いといったことで、特に今現在想定しているのはないはずです。 

（「直接申し込まれたという訳ではないの」と中上委員） 

はい。まだ予算も通っていないし、制度もあれな中でないということ

で、商工会全体としての、いろいろなプレミアム事業とかいろんな事業

と一緒に要望されたということでお願いします。 

6番中上委員よろしいですか。 

はい、分かりました。 

それでは、本日の日程は、お手元に配布した審査日程（第 3 号）によ

り進めてまいります。 

 それでは、さっそくではございますが、日程第 1 議案第 1 号「令和 3

年度普代村一般会計予算」を議題といたします。 

8款土木費、9款消防費をそれぞれ担当課長から説明願います。 

 大村建設水産課長。 

 それでは、8款土木費の説明をさせていただきます。 

（以下、建設水産課長説明、記載省略） 

 川向総務課長。 

それでは、9款消防費についてご説明させていただきます。  

（以下、総務課長説明、記載省略） 

説明が終わりましたので、8款土木費の質疑を許します。 

 1番嵯峨委員。 

 1番嵯峨です。72ページ、河川維持費 12節の浸水対策ポンプ設置工事

設計業務委託料 3,300 万円とありますが、工事関係 4,400 万円とか設置

工事が 685 万円というのは、分かるような気がするんですが、設計業務

だけでこんなにかかるのか、私素人なもので、これが適正な世の中の相

場なのか、ちょっと額が大きいなと思って、中身についてお伺いします。 

 太田治水対策室長。 

 お答えをいたします。3年度では、ポンプ場の基本及び詳細設計、ポン

プ場の同工事を予定しておりますが、さらに 4 年度でポンプ室の機械と

か本体の 2 億円ほどの部分もございまして、それで合わせての詳細設計
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大村建設水
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大上浩史委

員 

委 員 長 

大村建設水

産課長 

 

 

 

 

委 員 長 

大上浩史委

員 

 

 

 

 

 

等になる訳でございます。どうしても、道路等であれば 1 割くらいの本

工事に併せてですね、そういうかたちになりますが、水道なり下水道な

り、こういうふうなことについては設計部分が高くなる傾向というか、

そういうふうなかっこうにはなっております。決してほかに比べてとい

うか、高いとかそういう訳ではございませんが、県内でも実績のある業

者さんに基本設計をお願いして、その中で出てきた金額でもあります。

実施にあたりましては、さらに確認といいますか、検証をいたしまして、

実施は進めたいと思っております。 

 1番嵯峨委員。 

 ほかと比べても遜色がない、大した変わりがない金額ということです

が、それにしても図面引くだけでこんなにかかるのかなというのがちょ

っと腑に落ちない点がありましたが、今の説明を聞いて世の中がそうだ

となれば、それが相場なのかなと、あまり納得はしたくないけど、納得

します。終わります。 

 そのほか、ございませんか。 

 3番大上委員。 

3 番大上です。単刀直入に簡単なことを聞きます。73 ページの南浜住

宅解体工事 1,100 万円ある訳ですが、あれは 3 段階にアパートというか

あったのが、2棟消して 1棟だけは残すということなんですか、そこら。 

大村建設水産課長。 

南浜住宅が 4 棟ございます。それの半分の 2 棟を 3 年度に解体を予定

して、次の年度にはまた 2棟というかたちの予定でございます。 

3番大上委員。 

そうすれば、現在 2 棟は何人か住んでいる、残そうとするもののとこ

ろには何人か住んでいるということですか。 

大村建設水産課長。 

現在入居しておられる方には、事前に解体しますということで今月中

に退居していただくことでご了承していただいております。残って今い

るのが 1 戸 1 世帯残っておりまして、今回取り壊す分は、山側の方から

取り壊す予定なので住んでいる場所は取り壊しの場所ではない方になり

ますけども、一応 3 月いっぱいでの退居はお願いしているとこでござい

ます。 

3番大上委員。 

私はせっかくあそこは村有地だと思うんで、解体と同時になるべくな

ら 1 年だけでなくても 2 年 3 年かけてそれこそある程度の平地にして再

利用というか、せっかくのそれこそ住宅としては不適格かもしれないど

も、倉庫か何かの会議場とかそういうせっかくの村有地のまとまった坪

数でないのかなという思いがありますので、あそこをできれば 3 段階 4

段階の段階だけども、何とか今の重機でもって高さはあったにせよ、平

地にして村が将来的に何かの有効利用できないのかなという思いで聞い
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委 員 長 

大村建設水
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委 員 長 

中上委員 

 

委 員 長 

 

正路委員 

ている訳です。 

大村建設水産課長。 

跡地の利用についてでございますけども、議員おっしゃるとおり、解

体が終わった後は、今 4 段に細かく段になってましたので、ちょっと使

いづらい地形になっております。それですので、造成をまだ予算とか今

出ている状況ではございませんが、将来的には造成をし、背後地が危険

箇所にもなってございますので、施設がちょっと弱ってきている。住宅

の後ろに防護施設があるんですが、それも改修をしながら、できれば棟

数を減らした中で住宅をまた離して建設するとかそういったのも含めて

跡地は利用をしていきたいと考えております。 

3番大上委員。 

そういうことだと思います。いずれ 19号の台風でもどのような水が流

れたかどうか分かんないども、私が記憶している内容においてはそんな

にあそこに水が流れて壊れたという経緯は今までなかったので、せっか

く解体するんであるならば、併せてそういう土砂というか、整地という

か、そういうのをやって再利用、将来的にすべきでないのかなというこ

とを考えつつも、その残っている私は 1棟だと思ったんですが、2棟であ

ればそれも段階的に速やかにやって再利用を再度 2、3年中に考えるべき

だと思いますんで、ぜひともそういうふうに村長は聞いていると思うん

でお願いします。終わります。 

 6番中上委員。 

6番中上です。69ページの土木総務費の 12節委託料の村道未登記用地

処理業務委託料 100 万円あります。この処理業務の内容と想定している

場所はどこなのかお願いします。 

 大村建設水産課長。 

 12節の村道未登記の用地の委託料でございますが、場所についてはこ

れから選定をしていく予定にしております。ある程度地区エリアを絞っ

ての登記委託になるのか、路線を絞っての登記委託になるのか、場所に

ついてはこれから詰めることにはなります。内容としましては、まず登

記の村への委託にかかる経費というのを考えております。それと合わせ

て山林と一体になって個人所有になっている道路もございますので、そ

ういった分筆等に係る経費もございますので、そういったものを今想定

しているのは分筆であり、登記にかかる経費というのを想定しておりま

す。 

 6番中上委員。 

 これは 100 万円ありますけども、補正が出る可能性があるんですか。

ありますよね、一応載せただけということで。了解しました。 

 8款土木費、そのほかに、ございませんか。 

 8番正路委員。 

8 番正路です。71 ページの道路新設改良費の部分でどこをどうという
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ことではございませんけども、地域から村政懇談会等でだいぶお願いは

している訳ですけども、あそこのグリーンロード等を挟んで神社側とこ

っち側、力持から上がって大鳥居をくぐって、そしてグリーンロード手

前の鳥居までがかっこよく言えば表参道になる訳です。そして最近、拝

見っていうか会うのは、参詣に来る人が増えている。極端にそんなに渋

滞になるほど来る訳ではございませんけども、そこの部分にやっぱり参

詣に来る人は正式ルートの参道を通ってくるのが常でございますので、

そうした中のグリーンロードにぶつかる道路の左側の部分、あそこが非

常に見通しが悪い。最近であれば、茂市とグリーンロードから行って茂

市側の県道と十字路になってる訳ですけども、あそこの土を取ったのと

木を切ったので非常に見通しは良くなりました。今まだ鳥居部分に関し

ては、あそこに昨日も行ってみてちょっと通ってみたんですが、私の車

だとどうしてもフロント部分をよっぽどグリーンロード側に出さないと

来る車の判断もつかないといったような状況で非常に見通しが悪いんで

すよね。今はちょうどたまたまこの三沿道が若干でも通行止めになって

いる部分でグリーンロードを使用して尾肝要道路に行く方々、岩泉に行

く方々っていうのは例年以上に現在は増えている状況ですので、あそこ

の状況の考え方をどういうふうに担当課として考えるのか。またその反

対側の神社側、神社のトイレがあるんですが、そこからのちょっと雨が

降ると土石流が来る、そんなに大規模じゃなくても、この前の台風 19号

のときは神楽殿周辺が土砂に埋まった経緯もございました。そこで若干

あそこが通れなくなる。そういった中で今の道路の土砂を取るにはちょ

っと山が大きすぎる、若干でも道路を新設して別の方向に付け替えて維

持管理はできないものかというようなことを個人的には考えた訳ですけ

ども、そこら辺の考え方を少しお伺いしたいと思います。 

大村建設水産課長。 

道路改良の考え方ということでございますが、確かに議員おっしゃる

とおりちょうど法の勾配がきつくて茂市側から来る車がちょっと見えに

くいというのは以前からお伺いしておりました。そこについて改良する

のかということに関しましては、まず 1 点目としてはカーブミラーを設

置するなどして死角の補助的な部分をまず検討していきたい。それでち

ょっと事故等危険であるということであれば、それ以降については法面

を切るとかそういった改良も含めて検討をしていくことにはなります

が、第 1 段階としてはカーブミラーを設置するとか、そういった補助的

なもので対応できればと思っております。台風 19号の時も神楽殿の後ろ

の方、結構土砂が来たと、排水対策も村政懇談会の方でも上がっており

ます。各地区から改良等々の要望もたくさん出ている中で何とかそうい

った箇所を絞りながら順次進めていきたいと思っておりますので、若干

要望に対して応えられない部分もあるとは思いますけども、カーブミラ

ーでありそういった水路の補修であり、そういったもので順次対応でき
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ればと思っております。 

8番正路委員。 

事故が起きてからでは遅い訳ですので、そういったことを見据えた中

で早急に対策は考えていただきたいと思います。以前村長が観光の面で

村内の周遊観光を考えたときのことを考えると、道路を知らない方々も

大勢来る訳です。そういった中で重大事故が起きてから考えるっていう

のでは遅い訳ですから、やっぱり観光も 1 つの視野に入れて道路改良っ

ていうのは考えていただきたいな。昨日も申しましたけれども、やっぱ

り横のつながりを持った観光をこうしたらいいんじゃないか、土木は土

木っていうか、道路改良は改良としてもこういうつながりを持ってこう

やったら観光にどう生きるのかっていうのもある程度踏まえた中で早急

な解決を望みたいと思っておりますので。今グリーンロード周辺、緑の

村から茂市の方にまた逆も考えられますが、以前はあまり重要だとは思

ってなかったんですが、今となればグリーンロード、災害に対しても非

常に強い道路である。時々のり面は崩れる訳ですけれども、それでもや

っぱり三沿道とグリーンロードを持っている強みはほかの市町村に比べ

ると迂回路があるっていうことで非常に強みもあると思います。そうい

った観点で今すぐどうにかという訳ではございませんけれども、もう 1

度観光を含めたらどうなるんだろうっていう、担当課としての参考意見

をお聞きしたいと思います。 

大村建設水産課長。 

お答えいたします。まず村全体的に捉えてというお話しかと思います。

そういった面も含めて今後、村全体的な整備の方針であるとか、そうい

ったのも担当課のみならず、いろんな分野の担当課とも連携して相談し

ながら整備の順位っていいますか、そういったのを徹底していきたいと

思います。 

 8番正路委員。 

今日は建設課長が、はいって言うまで粘ろうかなと思って来たんです

が、それもちょっと長くなりますのであれですけれど、最後に村長のご

意見を伺って私の質問は終わりたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

柾屋村長。 

事情等、前々から承知もしていて改めてのご提言でございました。課

長も言いましたけども、いずれいつやるとは言えないですけども、でき

るだけ早くというふうなことでございますし。また私もできるだけ早く

観光面とか村内の収入のこと、あるいはグリーンロードが、三沿道が全

通になれば果たしてこれまでのように一ノ渡に行く分は今までは通った

りしていた訳ですけども、それが使えなくなるっていうふうな方、沼袋

とか。そうすればグリーンロードを使う車が久慈側からの方で多くなる

といったようなことの交通量の変化もちょっと気になります。従って事
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委 員 長 

大村建設水

産課長 

委 員 長 

柾屋村長 

 

 

 

 

 

 

 

故の確率も高くなるといったようなことも考えられますので、いずれ土

地を買ったり改良というのではなく、少し土を削って地権者の人の用地

内に平らにしておいて、視況を見通しをよくするといったようなことが

実際どの程度かかるものかといったことを、ちょっと新年度に入ったら

検討をさせていただいて、そしてその中でまた議員さん方とも相談した

いなというふうに思っておりました。 

8番正路委員。 

ありがとうございます。前向きに是非検討していただいた中で、早い

時期に解決策があればいいなと感じておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。終わります。 

 そのほか、8款土木費、ございませんか。 

 9番野場委員。 

 9番野場です。お願いが 1点と確認が 1点ありますが、お願いは 69ペ

ージの 12節の委託料、先ほど 6番さんもお話ししたんですけれども、村

道の未登記用地の処理業務委託料、これをですね、補正でというような

話しもありましたが、できるものであればですね、やっぱり村の村道が、

普代村は今筆界未定がいっぱいある訳ですよね。やっぱり村の村道が決

まったことによって住民の皆さんもすごく助かると思うんですよ。そう

でないと何をやるにしても、筆界未定ってこれを県内でも新聞紙上で結

構騒いでいる訳ですので、ここは本気になって取り組んでもらって住民

の人たちも自分で自由に使えるですね、土地の所有権を与えるように、

村長さんここはしっかりお願いしたいと思いますが、よろしくお願いし

ます。 

それからもう 1 点ですけれども、先ほど私聞き間違っているのかなと

思ったんですが、浄化槽の設置が 8 基と私聞き間違ったのかなと思った

んですけども、実は説明資料を見ていると 5人槽が 1基、7人槽が 1基と

書いてあって、合っていないためにそこを確認させていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 大村建設水産課長。 

 申し訳ございません、5人槽 1基、7人槽 7基の計 8基が正しい数字と

なります。 

 柾屋村長。 

 村道の未登記部分の処理の促進ですけども、その部分、いずれ鋭意取

り組みたいというふうに思っていました。予算も例年どおりのなかなか

進めれない事情等があって 50万円ときましたけれども、それではだめだ

と、倍にして、さらに補正でも足していくようなつもりで頑張ってくだ

さいということで、今回は 100 万円に額だけはした訳ですけども、いず

れ取り組みとしては、そのとおり取り組んでいきたいというふうに思っ

ております。筆界未定の道路分のあれをなくするには、それにくっつい

ている部分の周りの土地も決まらないとほかの民地の方とのあれも決ま
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野場委員 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

森田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

大村建設水

らないと筆界は決まらないということで、いつかの時点では、村道と未

定の部分、従ってその反対側の方というか周りで未定の部分を、その方々

をすべて呼び出して、例えば 3 辺がみんな未定であればそれと村道、そ

して 5 人で集まって境界を決めていくといったような作業が必要になる

ところも多々あると思っておりましたので、そこらをどういうふうに進

めるか、測量代は当然こっちで道路分な訳で出す訳ですけども、その他

の部分のことをどうするかといったことが課題に残りますし、かといっ

て民地・民地と役所の部分を民間の方々が境界を司法書士さんたちに決

めてくれと、相談に乗ってくれということで筆界特定整理というのを法

務局に申し出ることもできるんですけども、それを村が絡んだ中でやる

というのもなかなか、それならば村の方でやれというふうな話しにもさ

れるというふうにも思いますので、そこまでいかないうちにいずれ少し

ずつでも片付けていくように頑張ります。特に堀内地区に今回の三沿道

の関係でもせっかく使わせていただいたのに、その対価というのをお支

払いもできない地権者の方がたくさんいるといったようなことで、本当

に申し訳なく思っている訳でして、いずれそういった先々への部分も不

利益が出ないようなことにもならないように、しかも年がたっていけば

ますます難しくなるということになりますので、そこらもわきまえて少

しずつ取り組まさせていただきます。 

 9番野場委員。 

 大変難しいことな訳ですが、私も分かりますけども、なかなか個々が

相談してもどうにもならないようなことがいっぱい、先ほど村長さんが

しゃべったように、三沿道を通して何千万円というお金があっても個々

がそれを分けれないでみんなそれを国に預けてあると。こういうような

ですね、せめてこういうのをなくするには、村道がある程度決まればで

すね、ややいい方向にいくのではないかと思ってお願いの分でございま

すので、これ以上は質問いたしません。どうもありがとうございます。 

 そのほか、8款土木費、ございませんか。 

 7番森田委員。 

 7番森田です。2点お願いします。まず 70ページ、14節の工事請負費、

橋梁補修・補強工事請負費 4,000 万円、これは普代橋、漁協のところの

橋の 4,000 万円で、新たに 4,000 万円が追加になるというものなのか。

そして工期はそのまま前にお知らせいただいた工期なのか、お盆前にと

いうお話しだったんですけども、縮まらないのかその辺も。 

 あともう 1つは、71ページの工事請負費の 3,200万円の 3件のどの程

度の何メートルの改良、それからどういう改良をするのか、それから次

年度も継続的に改良していく道路なのか、その辺もお伺いします。よろ

しくお願いいたします。 

 大村建設水産課長。 

 まず 1点目は橋梁補修・補強工事ということで、4,000万円計上させて
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委 員 長 

大村建設水

産課長 

 

 

 

 

 

委 員 長 

森田委員 

 

 

委 員 長 

大村建設水

産課長 

 

 

委 員 長 

森田委員 

 

 

委 員 長 

 

委 員 長 

 

 

野場委員 

いただいておりますが、これは当初から想定していた予算でございまし

て、これによって工期がまた延びるとかというものではございませんで、

当初から見込んでおりまして、以前にお示ししているとおり 8 月中の完

成を見込むものでございます。 

それと、71 ページの工事請負費でございます。1 点訂正させていただ

きたいんですが、上普代 6 号線の場所の説明が間違っておりました。こ

れは、45号線の深渡橋から銭袋さんというか、あっちに行く路線の改良

分でございました。延長でございますけども、黒崎 4号線については 180

ｍ、上普代 6号線は 120ｍ、普代平井賀線についても 120ｍで積算してお

りましたけども、この予算計上では擁壁をやる想定で積算しております

ので、実際のところは若干土波にできる可能性もございますので、延長

は延びてくるのかなと思っております。以上です。 

（「次年度以降も継続するのか」と森田委員） 

大村建設水産課長。 

普代平井賀線については単年で終わるか 2 年になるかはちょっと微妙

な線でございますので、実施を組んでみないことにはちょっと不明なと

ころではございますけども、黒崎 4 号線は単年度での完了と、上普代 6

号線については施工範囲をどこまでもっていくかというのが、地権者さ

んとの了解をまだもらっていませんので、それによっては、延長が延び

る可能性もございますので、そのときは単年度で終わらない可能性もご

ざいます。 

7番森田委員。 

ありがとうございます。今ご説明をいただいた、上普代 6号線深渡橋、

こっちから深渡橋に向かって行くと橋のたもとを左折する道路になる訳

ですか。橋のたもと、橋を越えた向こう側か。 

大村建設水産課長。 

場所の説明が不十分でございました。深渡橋、こちらから向かえば手

前、深渡前村長さん、銭袋さん、そちらに行く橋が今台風で流れまして、

行けないということでそちらに新たに村道を整備するということでござ

います。 

7番森田委員。 

こっちから深渡橋に向かって行って、深渡橋のたもとを右折して元村

長さんの家の付近まで行くあれは村道になっていると。そこな訳ですね。

分かりました。ありがとうございます。以上で終わります。 

そのほか、8款土木費、ございませんか。 

 （なし） 

なければ、8款土木費の質疑を終結いたします。 

次に、9款消防費の質疑を許します。ございませんか。 

 9番野場委員。 

 これも確認だけでお願いします。新聞紙上で消防団員の報酬・費用弁
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正路委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

川向総務課
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償等を上げた方がいいのではないかというような報道が結構あるんです

が、これはそれを見越してやった予算でしょうか。それとも現状のまま

で組んだ予算か教えていただきたいと思います。 

 川向総務課長。 

 予算に関しては現状のままの予算になっております。国からのそうい

った通達がありまして、まず内部でもそういった協議等は今後していか

なければならないというふうなことは思っておりますけども、あとはこ

ればかりは県全体の問題でもありますし、全国的な問題でもありますの

で、時間をかけながら、また管内でも協議をしながら、ここについては

また今後検討をしていきながら対応を考えていくというような考えでお

ります。 

（「分かりました」と野場委員） 

 そのほか、9番消防費。 

 8番正路委員。 

 8番正路です。昨日間違ってそこら辺に触れたんですけども、同じよう

な質問になりますが、総務省の方でも消防団員に対する待遇は改善すべ

きだというような報道を私も拝見しておりますが、そういった中、今費

用弁償であるとか報酬であるとかというのは今後の検討であるというよ

うなことです。今どうしても消防団員のなり手が全国的に減少して、普

代村ももちろんそのとおりだとは思いますけども、そうした中内部で考

えられることは、勧誘する中で女性の消防団員というのも、もちろん考

えられていると思いますが、協力隊は協力隊として、女性消防団員とい

う位置づけも必要だと思いますし、そういったところの考え方というの

は今どのように考えて、協力隊のみでいこうとするのか、一部女性の消

防団員もある訳ですので、そこら辺の今後の対応等をお聞かせいただき

たいと思います。 

 川向総務課長。 

 まず消防団員のなり手がないということでの問題につきましては、全

国的な問題で普代に限られたところではないというところで、まず報酬

を上げたり、出動手当に係る報償費的な部分の検討をということでの国

のそういった通達というのがあるというふうには承知しておりますけど

も、村におきましても女性団員とかのこともいろいろ内部でも検討はし

ております。例えば協力隊の皆様を消防団員としての登録をして、例え

ばそれでなればそれぞれ何かがあった場合の保障とかそういった部分も

拡充されてきますので、そういったことも可能なのかなというふうなこ

とも考えております。ただ、それを相談に持ちかけてという段階までに

はいっておりません。「それであれば私は辞める」というようなところも

出てくるのかなとそういう感じももっておりますので、会長さんからそ

ういったご意見も伺いながら、また内部でこういうことを詰めていきた

いというふうには思っておりますけども。あとはいろいろ災害が増えて
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委 員 長 

 

 

 

 

正路委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

いく中で、そういったところでの女性の関りというか対応というのもこ

れから重要になってくるかなというところで、協力隊さんからもっとお

願いして避難所の運営面とか、そういったところもお手伝いいただける

のか、そこらの部分でどこらまで対応できるか、あとはそういった保障

をどうやっていくのかというあたりももっともっと詰めていきながら、

団員の確保とその安全対策も考えながら、あとは対応も。対応について

はですね、1つ付け加えさせていただければ、条例等改正いたしまして、

6時間を超える分については、またさらに上乗せというような、条例改正

もさせていただきながら、まず手厚くなるような対応をさせていただい

てというところが現状でございます。ちょっとあちこちいきましたけど

もそういう考えでおりました。 

 8番正路委員。 

 いつもテレビ等では、男女雇用機会均等法とうんぬんかんぬんとやっ

ている訳ですので、協力隊の皆さんにおいてもある程度、賃金格差が男

女そんなにないようなかたちでの対応も必要だと思いますので、ぜひそ

ういったところを検討いただきながら。若干、本来は違う趣旨で質問も

したかったんですけども、ここで言う話しでもないなと思いましたので、

ぜひそこら辺を検討いただきながら団員確保に努めていただきたいなと

思いますのでよろしくお願いします。終わります。 

そのほか、9款消防費、ございませんか。 

 （なし） 

 なければ、9款消防費の質疑を終結いたします。 

次に、10款教育費を説明願います。 

菅野教育次長。 

10款教育費のご説明をいたします。 

（以下、教育次長説明、記載省略） 

 説明が終わりました。 

ここで 11時 20分まで暫時休憩といたします。      （11：07） 

 それでは、休憩前に戻り、委員会を再開いたします。   （11：20） 

 10款教育費の質疑を許します。 

 8番正路委員。 

 8番正路です。まずは先ごろ教育長の再任ということで、4月 1日より

3年間またご努力いただけるというようなことで、まずは教育行政の中で

のトップとして 3 年間ご指導いただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

予算の中身については、年間の積み上げたものであるように感じてお

りますので、今朝ニュージーランドでまた大きな地震がございました。

あれを見ると 10年前をやっぱり思い出してしまうというようなことで、

その 1 カ月後に東日本大震災があったということになれば、ここ 1 カ月

くらいは、要注意の時期に入ったんだろうなというふうに感じておりま
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委 員 長 

三船教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すので、そういった災害等にも注視していかなければならないのかなと

思っております。当初の基本方針等も教育長がうたったとおり、そのと

おりだと思います。そういった中でコロナ関連について全体的な令和 3

年度の考え方についてお伺いしたいと思います。令和 2年度においては、

まだ終わっていない訳ですけども、幼・小・中の行事の関係等中止にな

ったものや規模縮小といったようなことで、だいぶ基本的な流れの中で

変更も余儀なくされました。その中で一番残念だったのは、中学校 3 年

生の修学旅行だったと思いますけども、規模縮小の中で関東に行くのが

岩手管内でささっと終わってしまったというようなことがございまし

た。例えば 3年といいますか、コロナの関係ですけども、15歳未満は接

種はしないというようなことでありますが、もし接種が行き届いてきた

場合、逆に感染が広がるおそれがあるんじゃないかなと思います。ワク

チンは打っても結局は感染はしないということではなくて、症状が出な

いであったり、重症化しないといったようなことですので、感染はしな

いという訳ではないのでやっぱり逆に移動が増えることによって幼・

小・中といった教育機関の方は接種しない訳ですので、増える可能性も

ない訳ではないなというふうに感じております。そうした中、今年とい

いますか 2 年度と同じような体制で 3 年度も過ごさなければならないの

ではないのかというようなことを危惧しておりますが、そこら辺の考え

方を教育長にお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 三船教育長。 

 私の方から言わせていただきます。一応小・中学校、予定では、入学

式とかは規模を縮小してやると、それから運動会・体育祭も昨年ほどで

はなくても縮小方向でやりたいというふうなことを校長の方から言われ

ております。修学旅行については現在そのままと、あくまで現在でござ

います。例年どおり東京の方に中学生の方は行かせたいという思いで取

り組みたいと。キャンセル料が発生する発生しないもありますけども、

かなり緩和されておりますので、できるだけ今正路議員さんおっしゃっ

たように、2年度は東京の方に行けずに県内を歩いた訳ですけども、それ

も一つの勉強だったなというふうには思いますけども、やはり東京の方

に行きたいという子供たち多ございますので、その方向で取り組むと。

また、スクールフェスタにつきましても、昨年は中止しましたけども何

とか、やめるという発想でなくてどうやったらできるのかなというふう

なことで、スクールフェスタのみならず学校行事、いろんな意味で子ど

も園もそうですけども、このコロナ禍の中でどう転んでいくかまだ分か

りませんし、また新種の株・菌ができて、第 4 波がくるんじゃないかと

いうふうな懸念もありますけども、非常に議員さん言われたとおり難し

い判断を迫られる場面が多々出てきます。というのはご承知のとおり感

染していても自覚症状がない、そしてインフルエンザと違って年中この

コロナの菌は存在するということでまず当然なくならないんだろうと思
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いますけども。そういった中で、できるだけ子供たちに 2年度のような、

言葉は悪いですけどもやりたいことができなかった 2 年度よりはさらに

コロナ禍の中で学んできたこともございますので、前向きに学校と検討

しながら進めていきたいというふうに思っております。 

 8番正路委員。 

 ありがとうございます。今 2 年 3 年って何年くらいまでですか、今の

中学生は、大阪に教育研修のようなことで行った事例もございます。今

更東京には行かなくてもいいとは思いますが、やっぱり井の中の蛙では

だめだと思いますので、何とか東京周辺ではなくても、新潟であったり

とかあまり感染拡大地でないようなところに何とか行かせてやりたいな

というふうには思っておりますので、そこら辺も考慮した中でよろしく

お願いいたしたいと思います。終わります。 

 そのほか、10款教育費。 

 3番大上委員。 

 3番大上です。3点か 4点お伺いします。まず 1点目、社会教育の関係

でございますが、このコロナの 3年度に関してイベント等を通年やって、

予算を盛っている中においてコロナに関係して中止せざるを得ないとい

うような件数がもしあったならば、そういう意味で予算の減額をしたと

いう内容があったならば教えてもらいたいと思います。 

それからもう 1 点は、私は漁業の後継者の問題でわれわれの時代は中

学校を卒業すればまず漁業、家の仕事をするんだという前提に立ってお

った現実が、今は最低高校を終わらなければならないという訳でもない

が高校をほとんどが義務教育的な状態で今いる訳です。高校を終われば、

専門学校あるいは大学ということでそれで結局ある程度の教育を積むも

のだから、やはり産業のない会社もない、地元には帰らない、結果的に

は仙台・東京に移住するという現象で後継者がいないということだと思

います。極端に言って、今 60歳の世帯主の 2人の息子は水産学校を終わ

って片方は船、片方は何とかってほとんど次の、一流の漁業者だった訳

ですが。皆さんそういうふうに、女子は看護婦になるとか何になるとか

ということで、結局、高度教育を受けることによって東京・仙台にいる

という状況な訳ですが、私が言うまでもなく。そういう観点から言わせ

れば、中学校の 2、3年生のときに高校に行かなくても漁業の研修をさせ

るんだというようなことも、中学校での漁業の体験教育というのも必要

で、自然に漁業に親しんで、結局家に、高校に入らなくてもいいやと、

元々私の家は漁業だし後を継がなければならないしというような環境に

もっていかせるためにも中学家庭の中においてそういう漁業研修という

か、体験というかそれが俺は非常に必要でないのかなという思いがあり

ますが。ぜひとも、この協議の中にそういうことがあるのかないのか、

なかったならば 3 年度以降はそういうことも考えて後継者の育成という

ことを考えてみたらどうかなという思いがありますので、ぜひとも教育
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委 員 長 

長の考え方をお伺いします。 

それからもう 1 点は、奨学資金貸付金の関係ですが、この奨学金の関

係は、役場的に考えて保健師さんが足りないとか役場的な考え方で看護

師さんとかというような考え方も、一部にはそういう考え方での奨学金

とかそういう奨励金とかそういう考えもあった訳でございますが。やは

りこれは今の経済の不況の中において、やはり広く看護師とかという指

定じゃなくして、広く浅くというのはやむを得ない訳ですが、やはり高

等教育を受けるということであるならば、広くそういった奨学金制度を

設けるべきではないのかなと。役場的な就職の関係もさることながら、

一般の大工さんをやるとか、特殊なオートバイ屋さんの技術を習うとか、

そういったいろいろな技術がある訳ですが、そういったのにもやはり奨

学金制度を利用すべきではないのかなというふうな思いがある訳です

が、そういう考え方は教育長にないのかどうか、そこら辺の 2、3点お願

いします。 

三船教育長。 

3点ほどご指摘をいただきました。この社会教育の分野で、3年度の事

業的なことを縮小して予算を組んでいないかというような 1 点目のご質

問だったと思いますが、全てをやる方向で予算を組んでおります。でき

るかどうかは分かりませんけども、冒頭申し上げましたように、コロナ

を理由に全てを捨てるという発想は私にはありませんので、どうやった

らできるかなという発想の中でどうしても無理であれば、そのときどき

の状況の中で無理であれば辞めざるを得ませんけども、できるだけ事業

をつくっていくという予算を組んだつもりでございます。 

 それから 2 点目ですが、教育の中で漁業の後継者教育ができないかと

いうお話しだと伺いました。正直言ってそういったことを考えたことが

ございませんでした。できないことはないというふうには思います。漁

業体験なり、海の体験をさせる事業というのは考え方によっては、可能

だというふうに思いますので、そのことにつきましては、協力も当然必

要になりますけども、漁業者の皆さんの。検討させていただければとい

うふうに思います。 

 それからこの奨学金制度、これは高校生を対象にした奨学金制度で職

種を区切って、例えば看護婦さんになりたい人のための奨学金ではなく

て、全部の高校生に対しての奨学金制度ですので、大学ではなくて、教

育委員会でやっている部分は。高校に通うための奨学金制度というふう

に捉えていただければというふうに思います。ほかでやっているのは、

看護婦さんになるための奨学金とか医者になるための奨学金とか、大学

のレベルですけども。うちの教育委員会の部分は高校に通う部分でどこ

の高校でも該当すれば奨学金を貸し付けるという制度でございますの

で、そのようにご理解いただければというふうに思います。 

 3番大上委員。 
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大上浩史委

 今の回答は非常に私の認識と違ってすばらしい、高校に入る場合には

全員が対象だと、職業はどうあれ全員が対象だという教育委員会での奨

学金制度があったんだということは非常にありがたい制度であると再認

識しました。私の考え方はかつての看護婦さんとか、教育長が言うよう

に先生とか、あるいは労務士とか国の免許がある内容についての奨学金

制度が、かつて 2、3年前に課が違うかも分からないけどもそういう意味

でのあれだということばっかり感じてましたが。そういう意味で、現在

の高校でそういう教育を受けている家庭というか生徒というかそれが全

体的に何人くらいあって、金額が何ぼうで、年数は高校生が対象という

ことになれば 3 年だと思うんですが、それが何年くらいで返せるのか、

そこら辺をもう少しそういった意味での制度の具体策があったらお願い

します。 

それから先ほど言った私が言った内容についての、後継者の問題。こ

れはやはり当然そういったよくテレビで見て、ワカメを真崎で採ってい

ました、というようなテレビ放映がある訳ですけども、そういう一つだ

けの問題だけじゃなくして。やはり漁業にはこういう磯建てもあるよと

か、あるいは、はえ縄漁業もあるよとか、そういうのをやっぱり漁業者

でない人にはそんなに関心はないと思うけども、やっぱり家が漁業とい

うことになれば、そういった専門的なことを具体的にそれこそカリキュ

ラムというか、ただ形態的にやるのじゃなくして、余程込み入った中に

入ったような、それこそ漁業を研修というか、実務というか、そういう

ことをやってもらうことによって漁業に興味を持つと思うんです。だか

ら 2日 3日ワカメを見た、コンブを見たというだけの問題じゃなくして、

やるんだったらそういうふうなある程度の時間もさいた専門的なことを

1年か 2年は非常に反発もあるだろうと思うし、なおかつ学校教育の時間

内にそういうのが果たしてできるのかできないのか、私も分かりません

が、そういった内容で先生方と法律の中においてそういうのができるの

か、できたならばそういったのを濃い後継者づくりのための勉強をさせ

てもらえればなという思いがあります。 

 じゃあ、高校生の問題を。 

 菅野教育次長。 

 奨学金の実績についてですが、今までですね、平成 26年度から貸付を

行っておりますが、現在までで 10名の方に貸付を行っております。現在

継続している方は 2 名でございます。金額ですけども、月額 3 万円を上

限といたしまして、その 12カ月×3年で上限でいきますと 108万円を貸

付するというものでございます。返済については本人と相談して 10年間

で完済してもらうということを、相談で計画を立てることになっており

ます。以上です。 

 3番大上委員。 

 ありがとうございます。せっかくこういう制度があってすごくいい制
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度な訳ですが、現在 2 名ということは、結局はそうはいってもそういう

対象者に対してそれこそ十分徹底した内容でもって言っているのか、私

の感覚から言わせればこういういい制度があれば、ほとんどの家庭では

少なくても、20名～30名は中学校の卒業生はある訳ですが、やはり半分

くらいはいい制度だな、利用させてもらうかな、というふうなことだと

思うんですが、これが 2 名という。何となく恥ずかしいと、そういう奨

学金を借りているのが恥ずかしいというようなことにもあるいはなる可

能性だってある訳ですけども。これはやっぱりオープンにして皆さん使

ってくださいよと、原資がどういう原資かは分かりませんけども、そう

いうふうな立派な制度があったならばもう少しＰＲをして使ってもらう

方法はないものなんですか。2名というのはせっかくの制度がありながら

少ないと思うんですよ。これのＰＲによっては余程皆さんが、こういう

制度がある、それこそそういう家庭は 1 人ではないけども 2 人 3 人はあ

る家庭とすればすごく助かると思うし、すごくそれによって専門学校に

もまた行ける内容にもなると思うので利用価値はうんとあると思うんで

すよ。それが 2 名ということになれば、非常にそれはＰＲ不足でないの

かなという思いがありますが、どういうふうに今後は進めていきますか。 

 菅野教育次長。 

 奨学金の周知の方法についてですが、毎年、大体年明けごろに中学校

を通じて 3 年生を対象にチラシを配布して、高校の合格も併せながら、

申し込みをしてもらっているという状況です。中学校を通じて先生に申

請書を書いてもらうというような、中学校と相談しながら、申請をする

というふうに進めております。今後についてはですね、たくさんの人に

利用していただけるようにもう少し周知の方法を工夫しながら、チラシ

等も工夫しながら周知をしたいというふうに考えております。 

 3番大上委員。 

 ぜひとも、文書でこういうのがありますよと言えば各家庭はまずまず

高校くらいは奨学金を借りなくても入れてやりたいという今環境には環

境な訳ですよ。だからやはり教育委員会の中に担当者がもしいたり、そ

ういう担当者以外にも教育委員会の中において、2日なり 3日なり家庭訪

問して、2人が 3人、3人が 4人に増やしていけば、隣の家でも奨学金を

使って高校生にやっているんだというのが当たり前になるような。先ほ

ども言ったように、奨学金になれば恥ずかしいなと、ほかの隣の家に後

ろ指を指されるなというような今の状態は環境だと思うんです。それを

オープンに、えばって借りて当然だというような環境整備になるように、

やはり文書でなく担当者がどうぞ使ってくださいよと、そしてそれがお

金がもしあるならば大学までも専門学校までも行って教育させてくださ

いよというようなやっぱり踏み入った状況になるようにぜひとも宣伝と

いうか、そういうあれをしてもらいたいということで質問を終わります。 

 3番大上委員よろしいですか。 
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 （「はい」と大上浩史委員） 

 10款教育費、そのほかに、ございませんか。 

 6番中上委員。 

 6番中上です。この予算書の中にタブレットが 1人 1台入っている訳で

すけども、タブレットの使い方とかそういった予算が入っているのかど

うかちょっと分かりませんけれども、タブレットは入ったけれども、ま

だ今後それをどのように活用していくかという方向性がまだ決まってい

ないというふうに聞いております。先生方がそれを模索していかなけれ

ばならないんでしょうけれども、中にはＩＣＴ支援員というのを活用し

て、やっている学校もあるようなんですけれども、先生方が今の状況の

中で生徒に指導しながらプラスタブレットでの授業の仕方を個々に考え

ていくというのは非常に負担が多くないのかどうかですね、そこら辺の

状況というのをお聞きしたいと思います。 

 菅野教育次長。 

 タブレットの導入についてのご質問だったかと思います。まず使い方

についての予算的なものは今回は計上はしておりません。小・中学校と

も今年度末というか 3 月ですけども整備が完了いたしますので、使い方

につきましては、当然、納入業者とかソフトのメーカーとかの説明会と

いったのを考えております。後は、タブレットに入っているソフトがあ

るんですけども、授業の支援ソフトというのがありまして、それを使う

ことによって教科書とリンクしておりますので、その先生たちの働き方

改革といいますか、そういった負担軽減にもつながります。その使い方

については、いろんな機能がありますので、直接タブレットの予算とは

違いますけども、この予算の中で 3 目の教育研修費のところで普代小中

学校一貫教育研究会というところに補助金を出しておりますが、ここで

も小中一貫教育に関わる研究をやっている訳ですが、その使い方につい

てもここで研究することに予定しております。あとは、話しが前後いた

しますが、タブレットの機能の中には、ドリル問題ができるという機能

もありまして、各家に持ち帰ってやったりもできるものなんですけども、

そういったのの使い方についても今後研究していきたいというふうに考

えております。あとは、ＩＣＴ支援員については、前にもご質問があっ

たかと思いますけども、なかなか普代では人材を見つけるのが難しいと

いうこともありますし、そうは言ってもあとは岩手県ですとか県内で一

斉にタブレットを入れたものですから、いろいろ情報を県内の市町村と

も情報交換しながら、あとは学校等とも情報交換しながら、どういった

使い方がいいのかというのを模索していきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

6番中上委員。 

メーカーの説明と研修・研究も重ねていくということですけども、先

生方も得意・不得意の先生によっては差があるとは思うんですね。それ
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を平均化して子供に教えていかなければならないというところに非常に

ハードルが高いような感じを受けて、非常にどうなのかなと思っており

ますけども、タブレットを先進的に使っているところは 10年くらい前か

らやっているところもあるようなんですけれども、結構それによって全

国の学力とか学習状況調査のスコアが向上しているというところもある

ようなんですね。タブレットを導入してから。だから何て言うのかな、

タブレットの使い方によって教育格差がだんだん広がっていく可能性が

ある訳ですよね。だから研究とはいっても、ちょっと認識が違っていて、

もう使い方がある程度決まっていてこういう状況で使っていけるんだよ

というのがあって、タブレットが導入されたのかなというふうに思って

いたらその逆だったんでちょっとびっくりしたというのがありまして、

先に道具が入ってもどっちでもいいんでしょうけども、ただ使い方がバ

ラバラになっていけば、そのばらばらは格差になっていくというような

心配もあったんですけどもね。 

先月ですか、新聞に出ていたんですけども、教員のＩＣＴ研修という

ことで、全国の調査で平均で 50.1％の教員がその研修を受けていると平

均では。一番多いところでは、大分が 92.3％、そして岩手県が一番低く

て 23.6％だというふうに出ていたんですけども、普代は今聞いた話しで

は、そういった研修は予定はないということなんですけれども、そうい

うのがこれからあるのかないのか、まず 1 つお聞きしたいと思います。

前聞いた話しでは持ち帰りがどうなのかと、まだ考えている状況だとい

う学校の先生の話しもあったんですけども、持ち帰りをしなければ、タ

ブレットの効能というのが少ないような気が個人的にはします。学校現

場によっていろいろあるんでしょうけれども、例えば、ここら辺がコロ

ナで休校するということはないかもしれませんけども、何で休校になる

か分からないですね。そういったときに勉強が遅れないようにするため

に、タブレットを使うことができるということも当然考えていると思う

んでけども、持ち帰りの方向で、特に中学生あたりはですね、やらなけ

ればどうなのかなと。ただ持ち帰った場合に家庭によってはＷｉ－Ｆｉ

環境がない、そういった環境がないところもある訳ですよね。地域によ

ってはＷｉ－Ｆｉのアンテナを取るやつを貸し出しているところもある

と、そういうところまで各家庭とのつながりもやっていかないとタブレ

ットを持ち帰っても困るんだろうなと、そういったところまで考えてい

るのかどうかですね。併せてお願いします。 

 菅野教育次長。 

まず研修の件ですが、これについては県の教育センターから講師を呼

んで研修等も行っております。それからタブレットの持ち帰りについて

ですけども、国の方でもギガスクール構想ということで、コロナ以外で

も自然災害等で休校になった場合でも使えるようにということで持ち帰

りをできるということになっております。村でも持ち帰りも想定した機
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森田委員 

種を選んでおります。要は落としても壊れないような強靭なタイプです

とか、防滴・防水といったタイプのものを選んでおります。あとは、コ

ロナ関係の補助金を活用しまして、タブレットを学校で使う場合は充電

保管庫というのを整備しまして、そこで保管しながら充電するというこ

とになっているんですけども、例えば長期的に学校が休校になった場合

に、家に持ち帰ったときにはコンセントをどうするかという問題もあり

ましたものですから、補助金を活用して細い話しですけども、コードも 1

台に 1 個ずつ追加で整備しておりますので、そういったふうに家庭の持

ち帰りも想定しております。長期休業等も想定したものでございますけ

ども、それから通信環境につきましては、アンケート調査を行いまして、

やはり光回線等インターネット環境が整っている家庭もあれば、まだ整

っていない家庭もございました。それで先ほども言いました、補助事業

等を活用して、モバイルルーターっていいまして、持ち運べて、携帯の

ようにそれが携帯の電波を拾って、Ｗｉ－Ｆｉで通信できるというもの

ですけども、それも各小・中学校に 20数台ずつ整備しております。あと

は通信費の問題がございまして、インターネット環境がない世帯にだけ

通信費を助成というのも公平的にどうなのかということもありまして、

これが仮にコロナ等で休校になった場合は、それはもう村で補助して通

信をできるように環境を整備したいと思いますけども、ただ契約が 1 カ

月とかじゃなくて、1年以上継続しないとならないので、ちょっとそこは

今検討中です。持ち帰って使うのが普通になればそれが勉強で必要なも

のということで、最終的には各家庭で負担していただければなというふ

うに思っておりますが、いずれ家庭でどのように使えるかというのを検

討といいますか、どんどん使って、携帯でもそうですけども使うことに

よっていろんな機能を使えるようにもなりますし、工夫もできると思い

ますので、まずは、通信ができなくてもパソコンにドリルをダウンロー

ドして、それを家に持ち帰ってという機能がございますので、そういっ

たのも使いながらですね、先生も子供もタブレットパソコンに慣れて少

しずつステップアップしていきたいというふうに考えております。以上

です。 

 6番中上委員。 

思ったより細やかに考えていたので、現場を知らないものですからど

のようになっているのかなと、ただ導入されただけなのかなというふう

に思っておりましたけども、いろいろ細やかな部分まで検討していると

いうことなんで、なるべく子どもたちの学力の向上に活用していってい

ただきたいなと、十分に承知しているんでしょうけども。ありがとうご

ざいます。以上で質問を終わります。 

 そのほか、10款教育費、ございませんか。 

 7番森田委員。 

じゃあすみません、昨日もお昼を挟んで。ちょっと最初にやろうか迷
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って、どの項目に当てはまるかちょっとあれなんですけれども、先日新

聞報道に普代の学校支援模範に村ぐるみの教育評価、20年度文科大臣表

彰という記事がありまして、内容はちょっとあれですけれども、普代村

学校支援地域本部は学校と地域が連携し児童生徒の学びを支える地域学

校共同活動の模範として 2020年度の文科大臣表彰を受けたとあります。

20年度、文科大臣表彰は全国で 111団体が対象となり、本県では本部の

みだった。地域コーディネーターの太田さん・下道さんらがオンライン

出席をして表彰を受けたとあります。それと太田さんは取材の中で、「こ

れからも子どもの地域交流を支える工夫を凝らしたい」と増々の活動充

実に意欲を新たにするとあります。そこで教育長にこの幼児から子ども

の教育の所感をお伺いし、また教育次長にはこの学校地域支援本部のど

ういうこれはものなのか、それと成果と課題とかこれからのあるべき

姿・方向をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

三船教育長。 

ご質問ありがとうございます。今お話しのあったように 2月 28日でし

たか、岩手日報に掲載させていただきました平成 21年度から行っており

ます普代村学校地域支援本部、25日で文部科学大臣表彰をいただくとい

うことになりました。この地域支援本部ですけども、簡単にしゃべれば

学校を支援するために学校でこういったことをしてほしいっていうよう

なことをボランティアさんを募って、今現在ボランティアさんが 70数名

おりますけれども、そういう人たちから環境整備とかさまざまな行事の

支援とか交通安全支援とか、スクールガードさんとかそういったことを

やっていただいている窓口としてコーディネーターが 2 人おりまして、

学校の要望を聞いてそれをボランティアさんを通して支えていくと。い

わば地域に作られた学校の応援団というふうに思っていただければいい

のかなというふうに思います。中身については次長の方から説明させま

すけども、各子供たちを守るため、学校を地域に開く、地域が学校に協

力する、その中で私が 1 番感じているのは子どもたちが自分たちは地域

の皆さんに大切にされているという意識が確実に芽生えているというこ

とです。いろんな行事に地域の皆さんをご招待したりとかあいさつをき

ちんとしてくれるとかっていうことが、すごく大きい成果だなというふ

うに思ってます。内容については次長から言わせますけども、さらにこ

れを充実させていくこと非常に大事だと思ってます。この表彰を機にコ

ーディネーターさんも張り切っておりますので、さらに深めた活動をや

って学校を支えていきたいというふうに思います。 

菅野教育次長。 

学校支援地域本部の活動内容についてでございますが、まず先ほど教

育長が申しましたように学校と地域を結ぶということで、例えばスクー

ルガード、朝・夕子供たちの見守りを行ってもらっていただいてますけ

ども、そういった方々に協力をいただいてもらったりとか、あとは社会
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科見学ですね、小学生の社会科見学ですとか、あとは中学校になります

と職場体験、グッドジョブというふうにありますけども、そういったの。

それから授業の家庭科応援団ということでミシンの指導をしていただい

たりとか、それから読み聞かせだったりとかっていうのをお願いしてま

す。あとは学校の環境整備ということで草刈りですとか、それから花植

え清掃等を協力いただいております。ボランティアさんが今 76名登録し

ていただいております。さまざまな活動を行っている訳ですが、先ほど

言った以外にも例えば中学生の販売体験っていうのを中学校 2 年生と 1

年生が、2 年生は盛岡に行って普代の特産品を販売しておりますけれど

も、その事前学習ということで村の食生活改善推進委員さんにお願いし

て事前に調理実習を行ったりだとか、あとは村の商店の皆さんがどうい

った思いで商品を作ったり販売をしているかというのをお店に行って、

事業所に行ってお話を聞いたりといったことを行っております。今後は

学校に協力していただくだけじゃなくて、今度は学校も地域の一員とし

ていろいろな行事だったりとか、積極的に参加したりお互い協力してい

くっていう体制を整えていければなというふうに考えております。以上

です。 

 すみません、ここで途中ですが、昼食のため(午後)1時 10分まで休憩

したいと思います。よろしくお願いします。        （12：04） 

それでは、休憩前に戻り、委員会を再開いたします。   （13：10） 

10款教育費の質疑から再開いたします。 

7番森田委員。 

ごはん前にありがとうございました。教育長は先日、教育行政基本方

針でもおっしゃったように人間としての教育、そしてまた学力向上その

一翼を担う学校支援地域本部だと思っています。今後も教育委員会で、

また教育長、この活動をさらに活発に続けていくようにお願いして、ま

た何かありましたら、なければそのままでよろしいですけども、ありま

したらお伺いして終わります。 

三船教育長。 

お答えします。地域本部推進事業もそうですけども、1つ 1つの事業を

きちんと見ながら常に現状に満足することなく前に、それは何よりここ

にいる数は少ないですけども子供たちのため、そしてここに着任してい

ただいている先生たちのために頑張っていきたいというふうに思います

ので今後ともご指導よろしくお願いします。 

（「ありがとうございました」と森田委員） 

そのほかに、10款教育費、ございませんか。 

 （なし） 

 なければ、10款教育費の質疑を終結いたします。 

次に、11款災害復旧費を建設水産課長から、12款公債費、13款諸支出

金、14款予備費、さらに給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地
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方債に関する調書を総務課長より説明願います。 

 大村建設水産課長。 

 それでは、11款災害復旧費について説明いたします。 

 （以下、建設水産課長説明、記載省略） 

 川向総務課長。 

 続きまして、12款公債費でございます。 

 （以下、総務課長説明、記載省略） 

 説明が終わりましたので、11款災害復旧費の質疑を許します。 

ございませんか。 

 （なし） 

 なければ、11款災害復旧費の質疑を終結いたします。 

 次に、12款公債費、13款諸支出金、14款予備費を一括して質疑を許し

ます。 

 ございませんか。 

（なし） 

 なければ、12款公債費、13款諸支出金、14款予備費の質疑を終結いた

します。 

 次に、給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調

書について、一括して質疑を許します。 

 6番中上委員。 

直接ここの数字に関するものではないんですけれども、職員の採用状

況っていうか、まず 1つには住所要件がですね、29年 4月 1日は上級事

務、保健師と看護師が「普代村に採用後は普代村に必ず居住するもの」

というふうに付いておりました。翌年 30年看護師にはなくなっています

ね。31年も社会福祉士、保健師、看護師にその要件が削除されておりま

すけれども、2年 4月採用分からまた上級事務に復活して、上級土木にも

「普代村に居住することと、住民登録し居住するもの」という条件が付

いております。保育士、看護師にはない。今度 4 月 1 日からの採用条件

の中にはまた上級事務と社会福祉士というふうに出ているんですね。こ

れ前にも質問したことありますけれども、普代村に居住する必要はない

んじゃないかと。逆に居住するという条件を設けることによって人材の

幅を狭めているような気がするというようなことを前質問しております

けども、この条件が付いたり抜いたりするののこれは何か理由があるの

かどうかですね、住む条件が必要な理由ですね、そこら辺 2 点お願いし

たいと思います。 

川向総務課長。 

採用の際の住所要件ということでのご質問だったと思いますので、そ

れについてお答えさしていただきます。住所要件につきましては一般職

の採用につきましては住所要件を設けております。看護師とか保健師、

社会福祉士といった専門職的なものの採用につきましては、住所要件に
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つきましてはこの点は解除というか、付けておらないというような状況

です。ですので、一般職の場合はまず付いているということですけども、

まず地域振興的なところからもまず職員については住所を有して所在を

普代村にいてもらうというのも 1 つありますし、あと防災上といいます

か、そういったところでも何かあれば、災害があればみんなかけつけて

もらうということで、まず地元に住んでもらって緊急招集がかかれば災

害対応等々の本部対応等の任務にあたるということもありますので、住

所は村に住んでもらうということでの住所要件というふうになっており

ます。 

6番中上委員。 

ちょっとあんまりよく分かんないんですけども、何かあれば確かにす

ぐ傍にいた方がいいんでしょうけども、民間企業で言えば久慈辺りは八

戸の企業も来ている訳ですけども、夜の 1 時でも 2 時でも緊急事態には

八戸からかけつけますね。だから別に今特にもこれから道路条件がよく

なる中でそんなに大事な要件なのかな。それを上回るくらいに人材の幅

を広げるという方が大事ではないのかなというふうに思うんだけども。

それと住宅問題もある訳ですが、住宅は十分に確保した上でやるのかど

うかですね、十分採用した上でもそれを確保した上で採用しているんだ

ろうとは思うんですけども、そこら辺はどうなんでしょうか。お聞きし

ます。 

川向総務課長。 

住宅を確保しているかということでございますけれども、なかなか村

営住宅とかそういったところにつきましては、まず住民を優先するとい

う部分がありますので、そこに空きがある場合であればよろしいんでし

ょうけども、なかなかその点につきましては十分確保できていないとい

うのが現状です。あと民間の所についてはですね、空いているような部

分、いろいろ調査しましてそういったところの照会とかといったところ

はさせていただいておりますが、そこを確保するというところまである

程度情報があればそういったことも対応はできるんですけども、なかな

か難しい場合もあるというような状況ではあります。 

6番中上委員。 

ということは、難しい場合があるということは採用にはなったけども

条件は普代村に住む条件、だけども住宅はないよという場合もある訳で

すよね。それはあまりにも矛盾してますよね。やっぱり住宅を確保した

上じゃないとこういった条件。例えば他町村でも野田でも田野畑でもそ

うですけども、そういった住宅条件は付いていない上に住宅は 100 戸以

上ある訳ですよね村営住宅が、普代村は40何戸くらいのようですけども。

それくらいの条件が違っても条件が付いていない。住宅を確保していな

いのに住む条件を付けるっていうのが非常にこれ矛盾してることじゃな

いですかね、ちょっとそこら辺は理解できないんだけども、そういった
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場合どうやって解決しようとするのか。採用になったけども住宅があり

ません、ごめんなさい、採用できませんって言うのか、それはどう対応

するつもりなんでしょうか。 

柾屋村長。 

お答えしますが、現実的には 1 つの洋野さんもそうな訳ですけども、

うちもブレーキ要件、歯止め要件、例えば一回どうしても住所どうして

も住宅の関係で持てなかった、あるいはそしてまた来た、でもまた久慈

の方が便利だから行きやすいとそういったちょっと抑制をしたり、そう

いった気持ちも込めながら総務課長がお話しをしたいろんな職員として

地域に住んでもらえればいろいろ村民の方々も助かる部分がありますよ

とそういったことも含めての。ここに住めとは言えない訳ですけども、

一応ブレーキとかそういった感じで設定をしておるというふうな、イン

センティブというか、心の部分のあれでやっているといった向きが最近

多くなって、私の職員のあれを見ても多くなってきているということで

現実的に住まない職員もおりますし、また村出身の職員でも久慈に住ん

で通勤をしている職員もおりますし、現実的には非常に悩ましい中で一

般行政職についてはそういったことを付けさせていただいておるという

ふうなことでございます。事情は、はい。 

6番中上委員。 

悩ましい中で付けてるってことはこれ除けば悩みがなくなるっていう

ことですよね。付ける必要が、そこまでこだわる必要があるのかなって

いうふうに思うんですけども、インセンティブってよく理解できないん

ですけども。採用がされる側からすればどうなんだろな、この条件があ

るがためにここをパスするという方も、決して普代村は便利な村じゃな

い訳ですよ。ずっと住んであそこに勤めたいよとかね、そう思ってもら

えるかどうか。例えば久慈とか野田に家がある人が通ってもいいんであ

ればここを受けるかなと。実際もう通ってる人もいる訳ですから、そこ

ら辺でももう現実的に矛盾している訳ですよね。だからそれを知って受

ける人にとってはちょっとしっくりこないんじゃないかなと、これは外

していいんじゃないですかね、全部ね。と俺は思うんだけども前にもや

って、途中外れたんで実はもうこの条件はなくなっているんだなってい

うふうに思ったんですね、そしたらまたちょろちょろ出てきだしたんで

ちょっと気になって聞いてみたんですね。だからちょっとこれはどうな

んでしょうね、余程重大な理由があってどうしても外せないというので

あればあれですけども、今聞いた範囲ではどうも総務課長の返事にして

も村長の返事にしても何かすっきりと納得する訳にはいかないなという

ような感じがするんですね。そこら辺ちょっともう一度検討をしてみて

はどうなのかなと、特にも職員、今採用厳しい状況にあるんでなおさら

そういった方向で検討してみてはいかがかなというふうに思います。そ

の点についてまたお聞きしますけれども。 
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それともう 1つですね、前にもほかの議員さんが質問してますけども、

高卒が全然ない訳ですね、しばらくね、普代村の場合は。バランス的な

話しを前にされたような気がするんですけども、今の状況がどうなのか

っていうことですね。あと高校生を採用する自分なりに考えたメリット

というのがあるんですけども、4年間大学に行っている部分をここに、た

ぶん高卒となると近隣が多い地元か、近隣が多いと思うんですよね。そ

うすると若い人が早くここに定着するということと。やっぱり、ある人

の意見によれば能力じゃなくてそこの地元愛があるかどうかということ

と情熱という部分で、地元に若い人がいてその間に 4 年間もったいない

っていえばもったいない。どうせ戻ってくるんであればですね、地元に

いたい高卒で働く人をここに引き留めることができる唯一の 1 つの企業

な訳ですよね。だからそういった意味でも若い人を、活性化を付けると

いう意味でも高卒を採用するっていうのは非常に意義があることではな

いのかなというふうに思うんですね。だから高卒採用はそういった意味

で 1 つ地元に若い人が少しでも多くいるという意味では採用をもう 1 度

再開できないものなのかなというふうに思うんですけども、この 2 点お

伺いします。 

柾屋村長 

住所要件の部分につきましては、八戸から通う人を例えば私が消防防

災担当ですよというふうには辞令は出せない、気持ちとして。そういっ

たこと等のいろんな村の事務事業も進める中でのしょうがない範囲とい

ったようなことを踏まえつつ、実態的にはそれで必ず住めとなっている

訳でもないですのでそこら辺の状況を見つつ、議員さんおっしゃるよう

な方向について検討をしていってみたいというふうに思っております。 

それから高卒の部分ですけども、従前お話ししたように大体 5 割くら

い大卒・高卒ややなったということで、今現在ほとんどそれを超えて大

卒の方が 50％、そして短大も入れると 55％、それから高卒の方が 45％と

いうふうなことで、一応の目安の部分はクリアになって昨年辺りからち

ょっと気にしておりましたが、その中で例えばいきなり大卒で取ってき

たものを高卒に落とせるか、それとも 2人であれば大卒 1、高卒 1という

ふうにできるなと。そこらのタイミングを今見ながらはてどういうふう

な取り組みにしたらいいのかなと。採用人数も今後の予定では 1 人くら

いずつしかいかないんですよ、ほとんどの年代に均衡がとれるように揃

ってきた。前のように団子になって 5 人いるとことか 6 人いるとことか

というのがなくなってほとんどの年代バランスがとれてきましたので、

従って退職する方々もそれから補充する採用についても 1 人か 2 人程度

といった状況の中で非常に難しいなと思ってさっきお話ししたようなこ

とから。いずれそのことも 1 つは目安として、そういうふうに考えてい

るということを前にお話しをしておった中でそれを超えてきてもいまし

たので、あとは人事の責任者として考えてまいります。 
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柾屋村長 

6番中上委員。 

最初の住所要件に関しては検討するということですけれども、やはり

こういった条件を付けて採用するには宿舎でも造ってやらない限りはな

かなか難しいんじゃないかなと。消防関係の方にどうのこうのといって

もどうなんですかね、例えば野田から移動するっていったって 10分から

15分で来る訳ですよね、これからは。だからそういったことを考えれば、

村内だってちょっと入れば10分くらいはかかるとこいっぱいある訳です

よ。だからそんなに差はないと思うんですね、時間的に。1 分、10 秒、

20秒を争った緊急的なあれが必要というのであれば別ですけども、10分

20分の間の代用っていうか、それをつなぐだけの職員が近くにいない訳

ではない訳ですよね。だからそういった意味では副村長、村長が久慈と

か八戸の方から飛んでくるという訳にはいかないんでしょうから、盛岡

から飛んでくる訳にいかないでしょうから、そういった部分のつなぎっ

ていうのもできる訳ですから、何も職員にそこまで求める必要があるの

かなと。もちろん早く来てもらうのは必要でしょうけども。1分 2分を争

うだけの時間の緊急性を持った配置にしておく必要があるのかな。例え

ば消防であってもですね、消防は担当者が来なくても消防団もいる、分

署もいる、村長もいる訳ですよね。だからその間のそれはどうなのかな

と。あまり重要な問題ではないようなと私は捉えておりますので、何と

か強い検討の方でなくすればいいだけのような気がするんですけれども

ね。 

あとは大卒の方が増えてきたということですけども、高卒はこれから 1

人いくかそこらの採用しかいかないと。大学生が受験して採用したとき

高卒に落とす訳にいかないっていうことですけども、すみません、よく

理解できなくて言うんですけども、大卒を採用しなきゃいいんじゃない

ですかね。採用しないっていうか募集しなきゃいいんじゃないかと思う

だけなんですけれども。高卒だけを募集するとか、そういったかたちで

バランスをとっていけないのかなというふうに思うんですけども。それ

と結構パートとか再任用の職員も多い訳ですけども、聞くところによる

と仕事の内容はかなり違う、もちろん責任感が違ってくる訳ですよね、

定員管理の問題もあるんでしょうけれども、もう少し高卒であっても正

職員を採用することによって少しでも職員全体の仕事の余裕っていうか

そういうのが出てくるんではないのかなというふうに思うんですけど

も、そこら辺はどんなもんなんでしょうか。定員管理という国からのお

達しの数字の枠というのがあるかもしれませんけれども、そこを何人か

超えたくらいでペナルティとかそういったことがあるものなのかどうか

ですね、交付金にも影響があるものなのか、そこら辺も合わせてお聞き

いたします。3点かな。 

柾屋村長。 

定員管理のことですけども、今は市町村によって例えば保育士を持っ
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てないとこもあるでしょうし、診療所を持ってないとこもあるでしょう

し、この一般行政の部分の比較をわれわれ大事にしている訳ですけども、

それでかなり超えてペナルティをいただくというようなことはないで

す。財政的な事情もそれぞれある訳ですし、一定の行政もやや似たくら

いの人数で、たださっきしゃべった特別な行政部門であれば、診療所で

あればとか、保育所であれとかそういったとこで増えたり減ったりする

といったようなことに感じていますし、繰り返しになりますけれどもペ

ナルティというふうなことはないような感じでおります。 

あと高卒を大卒のあれで逆に、「何で高卒が入らないとなんないのか」

っていう人もあるかもしれないし、「何で高卒を取らないんだ」っていう

人もあるかもしれないし、そこらはさっきしゃべったようなバランスの

中でやっぱり考えていって、先々のいろんな状況というか 1 回取った場

合は続けて、1人ずつの場合はまた何年か同じ高卒で取っていけばそっち

がなってしまうし。1年ずつというのも何か運がよかったり悪かったりと

いうふうなことも出てしまったりというふうなことでそこらのちょっと

考えて取り組まなければなというふうな思いですが、いずれお話しして

いる趣旨、例えば住所要件のこと、それから高卒・大卒のバランスのこ

と、みんなにそれぞれ意見もある訳でございますので、そこのところで

そういった意見を今お話しいただいた意見等も踏まえた中で、また庁内

でも検討した中で一応こんなかっこうでも人事の責任者をやっていると

いうふうなことの中で私の方で最終的に検討させていただきたいという

ふうに思います。十分ご意見は参考にさせていただきます。 

6番中上委員。 

他町村を見てても田野畑にしても野田村にしても高卒は毎年のように

採用はしているようなんで、高卒であれば最初に言ったように 1 番は地

元に若い人を残しておけるというメリットがある訳ですね。若い人の意

見も聞いていくことができるんで、1人ずつでも少しでも庁舎に若い人を

残す。そして村に若い人がいて若い人が定着、ほかにもいるということ

になれば、やっぱりこの若い人の輪もつながってくる訳ですし。1番いい

のは活性化につながる、地元にいて地元で家庭も持てるような状況な訳

ですよね、役場にいれば。だからそういった意味でも活性化の木をとい

う意味でもですね、高卒採用をぜひ定着したかたちで考えていければな

というふうに思いますので、今村長がおっしゃっていただきましたよう

に前向きに考えていただければというふうに思っております。以上で質

問を終わります。 

 そのほかに、給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書についての質疑はございませんか。 

 （なし） 

 なければ、質疑を終結いたします。 

 以上で、令和 3年度一般会計予算、歳出の審査を終わります。 
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次に、令和 3年度一般会計予算、歳入の審査に入ります。 

お諮りいたします。歳入の審査は、各款の一括説明を受け、質疑を行

うよう進めてまいりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（異議なし） 

異議なしと認めます。 

それでは、令和 3年度一般会計予算、歳入を一括で説明願います。 

川向総務課長。 

それでは、一般会計歳入についてご説明いたします。 

（以下、総務課長説明、記載省略） 

説明が終わりましたので、ページ数をお示しの上、一括で質疑を許し

ます。ございませんか。 

 6番中上委員。 

 6 番中上です。17 ページの 2 目民生費県補助金の中に、社会福祉費補

助金の中で、地域生活支援事業補助金が 141 万 5,000 円あります。これ

は、支出先はどこなのかお願いします。 

 道下住民福祉課長。 

 お答えいたします。17ページ、15款 2項 2目社会福祉費補助金の地域

生活支援事業補助金のお尋ねでよろしかったでしょうか。こちらはです

ね、障がい者のですね、障がい者総合支援事業という障がいのある方の

日常生活を支援するというような事業に要した、それの県からの補助金

分、公費負担分ということで村に入ってくるものになります。直接歳出

の方から言うと、久慈管内であれば 4 法人がそういうようなサービス提

供事業者になっておりますので、その本人負担を超える公費負担分、市

町村負担分をそちらの事業所に給付するというような。それに対して、

国・県から補助金が入ってくるという内容になります。 

 6番中上委員。 

 ちょっと勘違いしたかもしれませんけども、社会福祉協議会に配置さ

れている。名前が生活支援コーディネーターでいいのかな、の方が確か 2

名配置されている訳ですが、結構高齢者の方々の情報を集めて歩いてい

るようなんですけども。その中で、今年は特に年末から今年にかけては

雪が多かった訳ですが、雪が降って外に出れないような状態になって 1

人で住んでいる高齢者の方がですね。そういったところを、女性の方な

んですよね、生活支援コーディネーターはね。雪かきを要請によって歩

いているというような状況があるようなんですけども、非常にご苦労さ

んだなということなんですけども、それは向こうから要請がくる訳じゃ

なくて、情報があるので、そこに連絡すると外に出れない状態だと。そ

のままにしておけばずっと出れない訳ですよね、ドアも開かないし、だ

からそういうところに行ってやっている訳ですが、力仕事で非常に大変

なんだろうなとは思うんですけども、まだ 1 年目かな 2 年目かな配置さ

れてから。村長の計らいで配置していただいたということで、非常に社
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協の方でもありがたいというふうに言っている訳なんですけども、ただ

その情報を集めたり、いろいろなサポートするのはいいんだけども、そ

ういった部分に対して何か助けることはできないのかと、女性が力仕事

をしなければならない訳ですよね。しかもそんなに人数がいる訳ではな

い。あそこは。そうなんで、何とか村の方で、どうにかサポートできる

体制、そういうときのためにないのかどうか。そういった要請はないの

か、そういった情報は入っていないのかお聞きします。 

 道下住民福祉課長。 

 お答えをいたします。昨年の大雪等でですね、そういったケースとい

うか、困難されている高齢者のお宅があるということで、担当課におき

ましてもスノーバスターズではないですけども、そういった取り組みが

できないかということで社会福祉協議会さんともご相談をしながら、見

回りをすると、連携でやりました。実は私もそういったお宅に行って、

少しではありますが除雪のお手伝いもしたりですね、まずそういったボ

ランティア組織を将来的に募って、そういった方々にご協力をいただき

ながら、特にも見守りも兼ねながらですね、そういった高齢者の困りご

とを解決していくというような取り組みができればなというようなこと

で、何回か社会福祉協議会さん、コーディネーターさんも当然入りなが

らですね、打ち合わせというか、ワークショップも開いてそういった課

題とかを出し合ったというようなこともやっております。今後、そうい

うような高齢者の皆様の生活の一部をお手伝いするというような取り組

みを進めてまいりたいと思います。 

 6番中上委員。 

情報を知っているようなんで、将来そういう取り組みをぜひやっても

らいたいんですけども、やってやれないことではないですよね、やろう

と思えば。それでその中でうちの堀内地区の話しをすれば消防団が村の

総会のときに呼び掛けて、必要なところには除雪に行きますので消防団

の方に声かけてくださいというかたちでやっているんですね。ただ当然 1

人で住んでいる高齢者の方は総会にも来れませんので、情報っていうの

は届いていないですよね、来た人にしか届いていない。そういった意味

で消防団を利活用できないのかなと、消防団と手を組んでですね。ちょ

うど雪の降る時期というのは、漁師さんも仕事があったりなかったりな

訳ですから、そういった方々と手を組んでやる、そして出ることによっ

て、費用弁償もちゃんとしっかりと出すというかたちに、それは団の方

の問題ですけどもね。そういった相談というかそういった話しを持ち込

まれれば、一部の地域だけでなくて、普代村全体でそういった体制を整

えると、それに消防団全体で何とか組織として取り組んでいく方向で村

の方で話しを持ち掛けてもらえれば、何とか組織ができていくんで。新

しくバスターズを作るのはいいですよ、それはそれでいいとは思うんで

すけども、それを全村にうまく配置できるかというとそういう人を見つ
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けれるかというのも難しいですよね。だから消防団は各地区にあるので、

例えばどこかの地区が出れないときは、違う方の地区からも出ていいと

いうようなことも臨機応変にできると思うんですよね。そういったかた

ちで何とかやっていくというふうにできないものですかね。自分も消防

団本部なんで、あまりどうなのか分からないですけども、話しが行政と

くれば、何とか協議のテーブルの上に載せれば進んでいくんじゃないの

かなと思うんですけども、いかがでしょうか。 

 道下住民福祉課長。 

 所管が違うといっても行政は 1 つでございますので、その辺の横のつ

ながりとかですね、可能性というんですかね、そちらにつきましては、

庁内でもよく相談をしたいと思っております。活動につきましては、団

長の命令というか指示となるものでありますので、そちらの尊重もしな

ければならないと思いますし、さまざまな災害に対応しなければならな

いという中での一部の活動というような位置付けにはなりますので、そ

こは庁内での相談ということをまずさせていただきたいと思います。 

 6番中上委員。 

 消防団の方もおそらく行政からの要請があれば行政からの要請とある

ということで、団として話し合いをできるというかたちが持てると思う

んですよね。だからぜひダメ元でも話しを持っていって、何とかそちら

の方向に持っていければなと、一地域でやっているので、できないこと

はないと思うので、何とか進めていただきたいと思います。質問を終わ

ります。 

 一般会計予算歳入について、ございませんか。 

 2番金子委員。 

 2番金子でございます。今同僚議員が話された部分に関連をするのと、

もう 1点、2点お聞かせをいただきたいなと思います。たまたまですか、

このコーディネーターの方々と会いまして、いろいろなお話しを伺った

部分がございます。そういった中で同僚議員は消防とも言いましたけれ

ども、やっぱり村全体で 1 人暮らし、そして体調の不安定、あるいは体

の不自由なといったような世帯の人がどれくらいいるのかなといったよ

うな部分、私も地区にいるんですが、地区としてどれくらいいるのかな

といったような部分も把握を全部している訳ではありません。ただわれ

われの地域にもコーディネーターさんが来て、いろいろな雪かき等玄関

周りを掃除をしてあげるといったような部分をしていると伺っておりま

して、やっぱり地域として知らないでいる部分でないなと、村に頼るの

も結構ですが、やっぱり地域として各地域にこういう方もいるんだよと

いったような情報がありましたならば教えていただきたいなといったよ

うに思います。やっぱりそういった困った方々があればどこの地域とし

ても、例えばちょっとの部分、家の入り口をはってあげるといったこう

いったことはできると思います。そういった部分で何とかそういった情
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委 員 長 

道下住民福

祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報を体が不自由で雪かき等もできないといったような、あるいは透析等

をやり、あるいは病人で歩けないで一人で住んでいるといったような方

もおると思いますので、ぜひとも情報を教えていただきたいなと思いま

す。それから、こういったコーディネーターの話しを伺えれば本当にあ

りがたい訳ですが、その数の中には、やっぱりお風呂に入りたくても入

れないといったようなことで、くろさき荘のお風呂に行きたいんだけれ

ども連れて行ってくれないかといったような声もあるといったように聞

いております。そういった部分、やっぱりコーディネーターが 2 人とい

ったように聞いている訳ですが、何かそういったお手伝いができないの

かなといったような部分もある訳ですが、そういった方は、小規模(多機

能ホーム)とかに朝行って夜帰ってくるといったような部分もあるかも

しれませんが、そういった希望もあるような話しをされるといったよう

に伺っております。そういったことを各地域の部分を各地域にお知らせ

をいただければ、地域としても対応ができるのかなと、全面的にという

のは厳しいかも分かりませんけれども、そういった部分をいざというと

きは一番地域が近い訳ですからお知らせをして対応を取ってもらうと、

あとはいろいろな村としての対応もあるとは思いますけれども、第一に

そういった部分をお聞かせを願いたいなと思う訳ですが、いかがでしょ

うか。 

 それから、もう 1点は 19ページの部分ですが、同僚議員が歳出の部分

でも、質問をした経緯がある訳ですが、石川牧場さんの部分でお話しを

させてもらいますけれども、石川牧場さんには長年普代村に移住・定住

といいますか、いてもらって、貢献をされているといったような部分で

ある訳ですが、当初からいろいろな貸し付けといったような部分がある

訳ですが、そういった部分は当初から変わっていないのかなといったよ

うな部分ですが、そこら辺をお聞かせをいただきたいなと思います。 

 道下住民福祉課長。 

お答えをいたします。まず一人暮らしの高齢者、地域の中での方が何

人くらいいらっしゃるか、またご病気の状態でそういった困難な場合に

支援サポートが必要な方というようなお話しだったと思いますが、年に

一度ですね、そういった避難者名簿というか、要支援の名簿をですね、

毎年改定をしながら、更新をしながらお配りはさせていただいておりま

すが、その中にどれくらいの情報を盛り込むかというのは、いろいろ個

人情報の関係もございますので検討をさせていただきたいと思います。

またお困りの状態とか、地域との自治会長さんはもちろんそうなんです

けども、各地区の民生児童委員さんとかそういった方々の情報もいただ

いております。そういう情報も含めまして、どういうかたちでお出しし

てどういうかたちでご相談をできるかというのは、検討させていただき

たいと思います。 

もう 1 点、お風呂に入れない人もいらっしゃる用に、その方へのサポ
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山﨑農林商
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金子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ートというようなお話しだったと思います。その点につきましてもです

ね、同様ではあるんですけども、今年度から直営化した地域包括センタ

ーの職員の方もですね、訪問をしながらですね、そういった方のどうい

ったサポートが必要なのか、その支援の区分というんですかね、あとは

自立も促しながら介護予防というんですか、そちらの方もしながらです

ね、真に必要なサポートを認定していくというような作業も行っており

ますので、そのように地域の中をくまなくというか回らせていただきな

がら、皆さんのそういったサポートに取り組んでまいりたいというふう

に思っております。名簿につきましては、内部でも検討させてください。

お願いいたします。 

 山﨑農林商工課長。 

 石川牧場さんの収入に関する部分についてご説明をさせていただきま

す。回答をさせていただきます。固定資産の評価額を参考としまして、

税金相当とそれから建物共済の費用の部分についていただいておりま

す。これにつきましては、評価替えごとに、金額が変わりますけれども、

3年間は同額でいただいているものでございます。 

 2番金子委員。 

 ありがとうございます。この名簿は配布になっている訳ですが、実際

に 1 人で動くには大変だという中身は全然分からない訳ですから、もし

地域としても地元の地域で隣にいて知らなかったでも言っていられない

といったような状況もありますので、そういうのが分かればいざ風吹き

であろうが大きな雪が降っても近くに行って様子を見るといったような

ことができますので、そういった方が何名くらいいるのかといったよう

な、全く動けないといったような方は分かるんです。その方は。それ以

外にもいると思いますので、もしそういう地域にそういったときには頼

むといったときは教えてくれれば、何とか村が来る前に対応はできるの

ではないのかなというように思いますので、よろしくお願いはします。 

それから先ほど同僚議員が申しましたが、私も本部といったようなこ

とで、消防さんも地域によってはやっているといったような部分である

訳ですが、これはやっぱり、総務課長、担当課長から聞く訳ですが、雪

かきはもちろん水利とかそういったところは出動といったような部分に

あてはまるとは思いますが、例えばそういった部分で出動といったよう

なことが果たして認められるのかなといったような部分もある訳です

が、条例で決まっている訳だと思うんですが、そこら辺はこれからの村

としての対応だとは思うんですが、どのような見解であるのか今現在。

お聞かせをいただきたいなと思います。 

 それから石川牧場さん、村長さんも丁寧に歳出の部分では説明をした

訳ですが、本当に石川牧場さんの部分でありがたいといったようなこと

も話されましたけれども、本当に当初から見れば、税対象の部分で計算

をすればいくらといったような部分はあるかも分かりませんけれども、
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正路委員 

 

 

 

やっぱりかなり老朽化もしているといったような状況を考えれば、見直

しといったような部分も今後考えられるような気もする訳ですが、そこ

ら辺のお考えといいますか、そういった部分ももしよかったらお聞かせ

をいただきたいなと思います。 

 川向総務課長。 

 まず基本的には消防団の役割としては、災害とかそういった緊急事態

に対応するものというふうに考えております。通常分等であればそれは

ちょっとどうなのかなという意識はございます。そのために、いろいろ

なところでのボランティア組織とかそういった役割があると思いますの

で、まずそういったところをしっかり組んでもらって、そういった活動

をしてもらうというのがまず第一の基本かなというふうには考えます。

その中で、大雪だとかそういうふうなかたちで何らかのあれが必要だと

いうふうな場合には団長さんあるいはその上の統監の判断によって指示

が出れば消防団でも動けるというようなかたちになるのではないかとい

うふうには考えます。 

 2番金子委員。 

 ありがとうございます。私も条例で消防団の出動範囲といったような

部分もある訳で、ただ単にそういった活動をして出動というものは認め

られないのではないかなといったような部分はある訳で今お伺いをさせ

てもらいました。いずれ高齢者の本当に不自由なといったような部分で

ある方々は、今後もやっぱり高齢者が増えてくれば、誰しもがなるよう

なそういったなってもおかしくないといったような状況にもあると思い

ますから、やっぱりお互いに面倒をみるといったような部分で、地域に

はそういった部分でもしできることがあれば各地域にお知らせをしてや

ってもらうといったような一つの考え方もあると思いますので、ぜひと

もそこら辺をよろしくお願いいたします。終わります。 

 石川牧場さんの件は。 

 山﨑農林商工課長。 

 お答えをさせていただきます。固定資産評価額相当額は基金に積み立

てをいたしまして、次の改築のときに役立てるというふうに決めており

ます。そのほか土地の借り上げ、あとは支払いに関しては村の方がお手

伝いをさせていただいております。以上でございます。 

 （「ありがとうございます」と金子委員） 

 よろしいですか。 

 一般会計予算歳入について、ございませんか。 

 8番正路委員。 

 8番正路です。後先になりますけども、20ページの一般寄付金 1億 5,000

万円、そして 18款にふるさと応援基金繰入金 1億 5,000万円、これの考

え方を若干説明をいただきたいのと。 

11 ページですか、2 款森林環境譲与税、これは村有林に対しても、適
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委 員 長 

森田政策推

用できるものなのかどうか、お知らせをください。お願いします。 

 川向総務課長。 

 寄付金に関しては、まずいろんなポータルサイトとかからいただいた

寄付金としてまず入れます。そして、それを全て歳出の積立金で基金に

積み立てます。積み立てた基金を取り崩して、それを全額それぞれのい

ろんな事業へ充当していくというかたちで繰入金の方は各歳出の方へ充

当していくと、そういうふうな流れになります。 

 山﨑農林商工課長。 

 先ほどの森林環境譲与税の関係でございますが、こちらは私有林と人

工林に限られております。村有林等は該当しません。 

 8番正路委員。 

 譲与税は村有林には適用できないというようなことでした。そちらの

方を先にお伺いしますが、今村有林 60何ｈａ分伐採が始まってますが、

その伐採地における樹枝といいますか、松が主力な訳ですけども、松の

場合でありますと、萌芽更新はできない訳ですよね。そうしたときに 3

年の契約の範囲の中で、今 1 年目あと 2 年といえば予定では終わる訳で

すけども、その後ほったらかしておくのか、何かを植樹するのかという

ことで、もし譲与税が使えるのであればどうなのかな、と思ってお聞き

した訳ですけども、今 60何町歩を伐採してそののちどういう使い方をす

るのか、若干お知らせいただきたいと思います。 

 それと先ほど同僚議員が、昨日たぶんふるさと納税部分は聞いて、た

ぶん同じ回答になったのだろうと、たまたま退出していたものですから、

聞き逃していた部分がございましてお聞きしましたが、当初予算でふる

さと納税部分、1億 5,000万円で計上してありました。そういう中で、一

関市でですね、もちろん人口は市ですから全体的な予算は違う訳ですけ

ども、一関市が 1 月末現在で約 2 億 3,626 万円の寄付をいただいている

と、2,500人の村と同じであると、そこだけ切り抜いてみたときに。そし

て一関市の場合は、予算を 3 億取ってあると、やっぱりふるさと納税 2

億 3,000万円以上もらっているのに、1億 5,000万円の当初予算というの

を見れば、消極的予算としか取られないのではないのかなと。少なくと

もいただいた金額に対して、ある程度は同等かそれ以上、ちょっと下を

みたとしてもせめて 2 億円くらいの予算はとってほしかったなと。そう

いったところでやっぱり当初予算でそういった姿を見せることによっ

て、何て言うんですか、意気込みであったりとか、そういったのをある

程度見せるべきだったとは個人的には思いますが、なぜ当初予算で 1 億

5,000万円に据え置いたと言えばちょっとおかしいですけども、それでも

前年度対比 200％というようなことで書いてはありましたが、そこのとこ

ろをもう少し詳しくお伝えいただきたい。お願いします。 

 森田政策推進室長。 

予算が少ないという話しでございますけども、昨日も言いましたよう
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に、不確定要素がかなりあるということで下げたということでございま

す。あとは実態的に事業者さんも少ないですし、今年やってみて、ずっ

と担当者も土日も出ずっぱり、そして(午後)4時の宅急便に間に合わせな

いとならないので家族まで呼んで、そうやってやっとやった 2 億 3,000

万円だと。組織にとってそれが正常かと言えば私は正常じゃないと思っ

て、普通にやれる金額はいくらだろうなと話しあったときに、1億 5,000

万円だということで、1億 5,000万円にいたしました。以上です。 

 柾屋村長。 

村有林の今後のことでございますけども、まだ余裕があるなと思って

いるうちに 1 年目が終わってもうすぐ再来年になる訳ですけども、いず

れ森林組合と相談をした中で、広葉樹の植林をできる場所があるか、そ

こらのことを現地で聞いてみてみたいなと思っております。割と平らな

部分も結構あるはずに根端を見ていればありますので、そこらも現場で

確認をしてみたいと思っておりますし。あと、場所によっては可能であ

れば、太陽光発電の部分が、土地を壊さないで、できる場所があれば、

そっちの方も少しは視野に入れたいなというふうな気持ちもありますけ

ども、まだどのくらいをどうこうというふうに決めている訳ではござい

ませんけども、まずそういった考えの中でいい案があったらみなさんか

らも聞きながら対応をしていきたいと思ってます。 

 8番正路委員。 

 ありがとうございます。太陽光については、今日初めて聞きましたけ

れども私は。そういう計画があるのであればそれはそれとして、ただ今

森林組合サイドでは、年間の植樹量といいますか、年間 20ｈａ程度の対

応しかできないと、これは管内全部の話しですので、そうした中、昨年

実績ができないと言いながらも、27ｈａくらいはやっている訳です。そ

れと、苗木の関係です。それが非常にひっ迫しているような話しは伺っ

ております。ある程度 1 年くらい前から何を植えたいとか、そういった

ことを協議・検討して早めに手配しておかないとなかなか今年植えたい

からこれを持ってきてくれということにはたぶんならないだろうとは思

っております。太陽光がどのくらいのスペースになるか分かりませんけ

ども、結構平らなところもそんなに多くなくある程度の傾斜地も結構あ

るように思いますので、そうすると、もし植えるとすれば 50ｈａくらい

にはなるのかなと思いますが、そうなれば全体の中を考えると普代だけ

の村有林に 10ｈａ分であるとか、そういった規模ではたぶん無理だと思

いますので、なるべく早めに苗木の手配であったりというのはある程度

打診しながらやった方がいいのではないのかなというふうに思いまし

て、お聞きしました。 

 もう 1つのふるさと納税の件ですが、人手間を考えたときに、1億 5,000

万円くらいが適当ではないかというような話しでしたよね。それは考慮

しますけども、ふるさと納税に関してはもらえるときもあるしもらえな
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森田委員 

 

 

 

委 員 長 

森田委員 

 

 

いときもあると思うんですね。極端な話し高くしたって、1億 5,000万円

しかもらえないときだってある訳ですよね。でもある程度そういった努

力目標も 1 つ重要だと思いますし、そういったことも 1 つの意気込みと

しては、載せてもいいのではないかというふうに思いました。どうして

も人手不足であって土日もなく仕事をしなければならない、これは大事

なことです。そういったことで今回の 1 億 5,000 万円は人手が足りない

というようなことであればしょうがないのかなというふうに思いました

ので、ここでやめます。以上です。 

 そのほかに、ございませんか。 

 9番野場委員。 

 ちょっとだけ時間をください。先ほど来から 2 番さん 6 番さんから包

括支援センターの件でいろいろ話題が出ているようですけれども、これ

についてやっぱりこの取り組みはすごく大事だと思いましたので、ちょ

っと話しさせてください。以前だと、村にあったヘルパー制度の中で医

師・保健師・ヘルパー・民生委員さんがそれぞれが集まって 1 人ずつの

村民の個票を作って大事に持っていた時期があって、これが個人情報保

護条例の関係でこういうのを置いてはだめだというふうなことで、なく

なったらしいという噂は聞いているんですけども。もしですね、本当に

なくなったのか、これがもしあるのであれば素晴らしい資料なので見つ

け出した方が私はいいと思います。このヘルパーさんが昔は 4、5人いた

んですけども、これが次の段になるとうねとり荘に行って、今度はうね

とり荘からまた社会福祉協議会に戻ってきた訳ですよね。この流れがで

すね、その間にいろいろ人と人とのふれあいが、民生委員さんとのふれ

あいとか、保健師さんとのふれあいとか、医者とのふれあいというのが

なくなってきて、個票をなかなか作れないと思いますので、もし見つけ

れたら個人の個票を見つけ出して。そうすると村内全員の全体のものが 1

人ずつここの家庭はどうですよ、個人が適当にやったのではなくて、お

医者さんとか、保健師さんとかヘルパーさんがやったものですから、す

ごく大事だと思いますので、もしよければそれを見つけて活用した方が

すごくいいと思います。それだけです。終わります。 

 そのほかに、ございませんか。 

 7番森田委員。 

 キラウミの整備のことについて聞きたいんですが、実は歳出で聞きた

かったんですけども、商工費委託金で聞いたらいいか、それとも国立公

園利用拠点上質化整備事業という全然関係ないところだけれども、名目

に当てはめて聞きたいんですが、委員長さん。 

 何ページ。 

 初めに私が言ったのは、24ページの村債の 6目商工債の観光債、名目

が国立公園利用拠点上質化整備事業という名前があったので、ここにか

こつけてお聞きしたいと思いまして。キラウミの整備が当初予算の中に
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委 員 長 

柾屋村長 
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森田委員 

 

委 員 長 

 

委 員 長 

載っていなかったと思うので、その点を政策推進室の担当だと思うので、

キラウミの整備は今年度何もしないのか考えてないのか。というのも、

お昼休みの時間にも配布されました、三沿道の情報、令和 3 年には全線

開通、それから釜石花巻横断道はもう通っているし、宮古盛岡横断道も

開通になる。そこで予算書には黒崎のいろいろな園地の整備が載ってい

ましたけれども、やっぱり黒崎の整備もやって、普代の整備もやる、堀

内のまついそ公園の整備もやる、そして一体的な整備を同時に進めてい

く必要が私はあると思ってまして、それこそ普代に訪れた人が、「また遊

びに来たい、いいところだな」って好印象を持ってもらう、そういうふ

うな地域というか普代にして行きたいなと思って質問したんですけど

も、キラウミに関しては新年度は何も別に整備の予定はない訳ですか。 

 森田政策推進室長。 

 キラウミの公園整備については、前に議会さんに図面でお示ししたよ

うな感じで駐車場スペースとか、村民の方がウォーキングするスペース

とか、後は斜面を使ってソリで滑るようなという感じで、来年度につい

て総合的に何年までにどうのというのはまだ確定はしておりません。以

上です。 

 7番森田委員。 

 私はコロナでお客さんが来れない時期がチャンスだと思うんです。こ

の時期に整備をして、お客さん・観光客が活発に動く時期にはある程度

必要な整備は徐々にでも始めて、コロナでお客さんが来ない今が整備を

しておくチャンスだと思うんですね。それなのに予算書にはなかったの

でそこをお聞きしたかったんです。分かりました。 

 柾屋村長。 

 お話しそのとおりで、お客さんが少ないときに次に向けて取り組んで

おくといったこと大事だと思っておりますし、そのために国でも交付金

を配分してくれているという状況にもありまして、今回 3 次の部分も予

定をされているということでございますし、その中で室長お話しできま

せんでしたけども、先々に向かったアフターの対策というふうなことで

今検討をしているところでございます。その中には従前お話しがあった、

ＲＶと言いましたかとかそういった部分とか、いろんな部分を可能な範

囲で取り入れようというふうなことで検討も今しているはずですけど

も、まだまとまっていない段階だというふうなことでお話しできなかっ

たようですけども。取り組みはそうさせていただきます。 

 7番森田委員。 

 ありがとうございます。鋭意取り組んでもらいたいと思っております

ので、よろしくお願いします。 

一般会計予算歳入に関して、ございますか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 
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以上で、令和 3年度一般会計予算、歳入の審査を終わります。 

ここで、(午後)3時まで暫時休憩いたします。      （14：47） 

それでは、休憩前に戻り、委員会を再開いたします。   （15：02） 

次に、特別会計の審査の方法については、予算案全部の審査方法でお

諮りいたしましたとおり、日程第 2 議案第 2 号から日程第 7 議案第 7 号

まで 6 議案 6 特別会計を一括上程し、各会計ごとに歳入、歳出の説明を

いただき、その後、質疑を行う方法で、審査を進めてまいりたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

ご異議なしと認め、それではそのように進めてまいります。 

日程第 2議案第 2号「令和 3年度普代村国民健康保険特別会計予算」 

日程第 3 議案第 3 号「令和 3 年度普代村国民健康保険診療施設特別会

計予算」 

日程第 4議案第 4号「令和 3年度普代村簡易水道特別会計予算」 

日程第 5議案第 5号「令和 3年度普代村休養施設事業特別会計予算」 

日程第 6 議案第 6 号「令和 3 年度普代村漁業集落排水事業特別会計予

算」 

日程第 7 議案第 7 号「令和 3 年度普代村後期高齢者医療事業特別会計

予算」 

以上、6議案を一括議題として上程いたします。 

当局の説明を求めます。 

議案第 2 号「令和 3 年度普代村国民健康保険特別会計予算」について

の説明を求めます。 

道下住民福祉課長。 

それでは、109ページをお開き願いたいと思います。 

（以下、住民福祉課長説明、記載省略） 

次に、議案第 3 号「令和 3 年度普代村国民健康保険診療施設特別会計

予算」について説明を求めます。 

坂下医科・歯科診療所事務長。 

それでは続きまして、国民健康保険診療施設特別会計の予算を説明さ

せていただきます。 

（以下、医科・歯科診療所事務長説明、記載省略） 

次に、議案第 4 号「令和 3 年度普代村簡易水道特別会計予算」につい

て説明を求めます。 

大村建設水産課長。 

それでは、普代村簡易水道特別会計について説明させていただきます。 

（以下、建設水産課長説明、記載省略） 

次に、議案第 5 号「令和 3 年度普代村休養施設事業特別会計予算」に

ついて説明を求めます。 

山﨑休養施設管理員。 
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続きまして、議案第 5 号、令和 3 年度普代村休養施設事業特別会計予

算について説明をさせていただきます。 

（以下、休養施設管理員説明、記載省略） 

次に、議案第 6号「令和 3年度普代村漁業集落排水事業特別会計予算」

について説明を求めます。 

大村建設水産課長。 

続きまして、普代村漁業集落排水事業特別会計予算についてご説明を

させていただきます。 

（以下、建設水産課長説明、記載省略） 

次に、議案第 7 号「令和 3 年度普代村後期高齢者医療事業特別会計予

算」について説明を求めます。 

道下住民福祉課長。 

それでは、議案第 7 号、令和 3 年度普代村後期高齢者医療事業特別会

計予算についてご説明を申し上げます。 

（以下、住民福祉課長説明、記載省略） 

以上、6特別会計の歳入歳出予算の説明が終わりました。 

これより各会計ごとに質疑を行います。ページ数をお示しの上、お願

いします。 

歳入、歳出一括で、議案第 2 号「令和 3 年度普代村国民健康保険特別

会計予算」の質疑を許します。 

どなたか、ございませんか。 

3番大上委員。 

3 番大上です。42 万円の出産(育児一時金)補助金がある訳ですが、こ

れが何人分で 42万円ということになるのか。それから令和 2年度と比較

して、結局出生と死亡の例を見れば、3年度はそういった比率が何人減に、

2年度から見れば 3年度は同じ比率だと計算して減になっているのか。ま

ずその 1点。 

それからもう 1 点は、納税貯蓄組合奨励金、これは 10 年も 20 年も続

いている訳ですが、私部落に入っていないもので内容を分からない訳で

すが、どういうふうにこれは 180万円ですか、1人当たりいくらというこ

となのか、金額に対する奨励金なのか。それから 3 期 4 期に分かれてい

る訳ですが、その時期がまともに早く、それこそ集配するものですから 1

カ月後にそれがちゃんと納められているのか。それから部落的にはどう

いうふうに、たぶんボランティアで班長さんが集配していると思うんで

すが、大変なご苦労だと思うんですが、班長さんが集配した分について

の奨励金が本人にいくらかでもいくのか、部落が直接もらって部落経費

にするのか、例えば力持なら力持の人数を見れば 10 人か 15 人しかいな

いと思うんですが、そこら辺がどういうふうに維持管理、奨励金がどの

程度入っているものだか、そこら辺を若干教えてください。 

道下住民福祉課長。 
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大上浩史委

員 

委 員 長 

山田税務出

まず 119 ページの出産育児一時金ともう一つが 121 ページの、亡くな

った方というのは葬祭諸費の関係ですかね。 

（「金額は葬祭諸費でも何でも、私は出産一時金の関連で人口減につい

ての」と大上浩史委員） 

まず、出生に関する一時金でございますが、今年度、令和 2 年度の実

績で 1件でございます。参考までに平成 30年度に 1件、令和元年度に 0

件、本年度 2 年度に 1 件というような割合で 3 年度予算には 1 件分を計

上させていただいております。 

次に葬祭費の関係でございますが、すみません、今年度の分の数字は

入っておりませんが、平成 30 年度に 10 件、令和元年度に 6 件というこ

とで、令和 3 年度の予算につきまして 6 件を計上させていただいており

ます。 

（「いや私が聞きたいのは、人口減がこれによって、令和 3年に出てい

るのか」と大上浩史委員） 

人口減というのは、被保険者じゃなくて村全体ということですか。 

（「はい、そうです」と大上浩史委員） 

ちょっと調べますので少々お待ちください。 

（「じゃあいいです。別な奨励金の方を」と大上浩史委員） 

山田税務出納課長。 

納税貯蓄組合奨励金については、税務課で担当しております。こちら

の方ですけども、14組合ございます。組合数が 1,222名となっておりま

す。こちらの方で国保会計分でございます。交付率をかけて 0.025％の交

付率をかけておりまして、納付内納付額にこの 0.025％をかけて、それで

奨励金の方を各組合へということで出しております。そしてこちらの組

合の方ですけども、組合の組合長様にそれぞれお願いしておりまして、

年 8 回お願いしております。それで今年度の実績としましては、138 万

6,000円ほどを組合様の方に交付をしております。以上です。 

3番大上委員。 

0.025％ということですが、税額に対する 0.025％になる訳ですか。そ

れこそ対象基準が。 

山田税務出納課長。 

こちらの方は納期内納付の額に対しまして、0.025％ということで対応

しております。 

（「それは分かる訳だが、0.025％×税額なのか」と大上委員） 

はい。納付額に対しましての。 

3番大上委員。 

例えば普代が 1部落だとすると、総額で税額が 400万円だと、400万×

0.025％が基準になるという考え方ですか。たぶんそうだと思うんだが。 

山田税務出納課長。 

はい。そうなります。 
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大上浩史委
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3番大上委員。 

そうするというと、400万円に対する、個人税額がみんな違う訳ですよ

ね。おそらくこの 400 万円というのは固定資産税も県村民税も全部かか

った個人の税額が、仮に 1 件 10 万円なら 10 万円と過程するならば、そ

の 10万円を 8回に分けて集配するということなんですか。 

山田税務出納課長。 

それぞれ回数が決まっておりまして、そこの中で各地区の方々によっ

て納め方がちょっとあれですけどもお願いをしておりますので、その中

で調整というような感じでやっております。 

（「やめます」と大上委員） 

そのほかに、ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたしまします。 

次に、議案第 3 号「令和 3 年度普代村国民健康保険診療施設特別会計

予算」についての質疑を許します。 

ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 

次に、議案第 4 号「令和 3 年度普代村簡易水道特別会計予算」の質疑

を許します。 

ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 

次に、議案第 5 号「令和 3 年度普代村休養施設事業特別会計予算」の

質疑を許します。 

ございませんか。 

 3番大上委員。 

 今回は休養施設。 

 

 はい。 

 水道は終わった訳だ。 

 

 終わりました。 

 水道を聞こうと思っていたが。くろさき荘の関係で、課長は先ほど番

屋扱いを重点的に話しをしている訳ですが、昨日一昨日の話しだという

と、1,400人番屋扱いをしたという説明があった訳ですが、じゃあ金額は

いくらくらいだったのか、番屋を目的にだけ来た訳ではない、くろさき

荘の宿泊を中心に来てたまたま番屋めしを食べたということになろうか

と思うけども。これが逆な面で、番屋めしがあるから普代に行ってみよ
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うかくろさき荘に行ってみようかということに令和 3 年にはなるのか、

今年の予定は番屋めしが何件くらいあっていくらくらいの収入なのかそ

こら辺の説明をお願いします。 

山﨑休養施設管理員。 

お答えをさせていただきます。昨年ですね、朝食の番屋めしもござい

ますけれども、あとそのほかにツーリストで来て、食事を番屋のところ

で取る「漬け丼」っていうのがあるんですけども、こちらの方がツアー

客で来ておりまして、11 月 12 月で 476 人ほど利用して、その収入が 71

万 4,000 円、これがコロナの緊急事態宣言によりましてキャンセルにな

った分が約 2,000人分、300万円相当の金額の分が減になっております。

こちらの方の、コロナ禍が明けたツアーの実施を見込んでこれが来ても

らえればという意味でのご説明をしたつもりでございました。また、今

年は 5,000人を見込んで計上しております。5,000人で 750万円の収入を

見込んでおります。 

3番大上委員。 

1,400人ということは、私は今ツアーの関係だということで、また考え

を別にしなきゃならない訳ですが、朝食ということになると、かつて聞

いたことがあるけども、1,000 円というような話しを聞いたものですか

ら、1,400人ということは簡単に言えば 140万円の売り上げと、それこそ

仕入れ原価 140 万円の売り上げから仮に人件費そういったもろもろのこ

とを引くというと、40万円くらいの収益かなとざっと思った訳ですが。

そうでなくツアーで来れば、これは 1,000円でなく、2,500円なのか 3,000

円なのか、そういった今 5,000 人という人数設定をしている訳ですが、

今年も 7 月 8 月オリンピックまでは、コロナで見込まれる内容のもので

はないけども、9月 10月秋シーズンに幸いにコロナがなくなったとして

も、5,000人の見込みというのはあるはずがないし、なおかつ単価設定が

いくらくらいで 5,000 人で、収益がうんと上昇するという見込みはどう

いうふうに思っていますか。 

山﨑休養施設管理員。 

先ほどの昼食の単価ですが、1,500 円でございます。実績の方が 476

人、11月 12月で。それで 71万 4,000円の収入。そのあとの 3月までの

部分でキャンセルが 2,066 人程度で 310 万円ほどのキャンセルが出たも

のでございます。順調であれば、2,542名の利用で 381万円ほどの収入に

なったものでございます。11月からで。これが 4月からという訳にもい

かないかもしれませんけども、早い時期に利用再開ができることを期待

しております。 

3番大上委員。 

時間がないのでこれでやめますが、いずれ来年の今月今夜 3月 5日に、

収支がそういう意味で 2 千数百万赤字にならないような状態、今日の日

をぜひとも確認しておいて、来年の今月今夜ぜひともこの内容において
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説明を願います。まだ来年は私生きてると思うのでよろしくお願します。 

そのほか、ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 

次に、議案第 6号「令和 3年度普代村漁業集落排水事業特別会計予算」

の質疑を許します。 

どなたか、ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 

次に、議案第 7 号「令和 3 年度普代村後期高齢者医療事業特別会計予

算」の質疑を許します。 

ございませんか。 

（なし） 

なければ、質疑を終結いたします。 

以上で、6特別会計の歳入歳出の質疑を終結いたします。 

次の総括質疑についてですが、通告はございませんでした。 

以上をもちまして、予算特別委員会に付託されました「令和 3 年度一

般会計予算」並びに「令和 3 年度 6 特別会計予算」の審査が終了いたし

ました。 

お諮りいたします。以上 7 会計歳入歳出予算を、原案のとおり決する

ことにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

異議なしと認めます。 

よって、「令和 3年度一般会計予算」並びに「令和 3年度 6特別会計予

算」は、原案のとおり可決されました。その旨、議長に報告いたします。 

以上で、全日程を終了しましたので、予算特別委員会を閉会といたし

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（異議なし） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本予算特別委員会は本日をもって閉会することに決定しまし

た。 

これをもちまして、令和 3 年第 2 回普代村議会定例会予算特別委員会

を閉会といたします。 

各委員さん方のご協力によりまして、無事大役を果たすことができま

ました。お疲れさまでございました。 

参与の皆さんもどうもご苦労さまでした。 
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